
唐

代

州

刺

史

研

究

!
京
官
と
の
関
連
ー

長

部

悦

弘

序

唐
代

に
お
い
て
、
州
刺
史
ほ
ど
そ
れ
に
当
て
る
人
材
を
確
保
す
る

の
に
、
皇
帝
以
下
朝
廷
首
脳
部
が
腐
心
し
議
論
の
対
象
と
な
っ
た
官

は
少
な
い
で
あ
ろ
う
。
州
刺
史
は
国
家
の
基
底
部
た
る
各
地
方
の
民

政
を
掌

る
地
方
行
政
機
構

の
最
高
官
で
あ
る
が
故
に
、
朝
廷
首
脳
部

が
州
刺
史
に
起
用
す
る
人
材

に
よ
く
注
意
を
払

っ
て
い
た
こ
と
は
、

太
宗
が
侍
臣
に

「
人
を
治
む
る
の
本
は
、
刺
史
の
最
も
重
き
に
如
く

は
な
き

な
り
。
」
と
語
り
、
屏
風
上
に
刺
史
の
姓
名
を
記
し
て
常
に

眺
め
、
勤
務
評
定
を
そ
の
下
に
書
き
込
ん
だ
と
い
う
事
実
か
ら
、
そ

の

一
端

が
う
か
が
え
る

(『
唐
会
要
』
六
八
刺
史
上
、
『
貞
観
政
要
』

三
択
官

、
『
通
典
』
三
三
職
官
典

一
五
郡
太
守
)。

州
刺
史

は
農
民
を
主
体
と
す
る
地
方
民
に
と
り
、
唐
朝
の
統
治
を

具
体
的

に
施
行
し
自
分
た
ち
の
利
害
得
失
に
直
接
関
わ
る
存
在
で
あ

り
、

一
方
唐
朝
に
と
っ
て
は
州
刺
史
の
人
材

の
好
悪
が
唐
朝
の
基
底

部
た
る
地
方
行
政
を
左
右
す
る
が
故
に
、
関
心
の
対
象
と
さ
れ
た
の

は
当
然
で
あ
ろ
う
。

こ
こ
で
従
来
の
研
究
を
振
り
返
る
と
、
唐
朝
の
地
方
統
治
の
要
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
唐
代
の
州
刺
史
に
関
す
る
専
論
は
、
築
山
治
三
郎

氏
の
手

に
な
る

「
唐
代
の
刺
史
に
つ
い
て
」
並
び
に

『唐
代
政
治
制

度
研
究
』
第

二
節

「
地
方
官
僚
の
遷
転
と
考
課
」
第
五
章

「
官
僚
の

　
ユ
　

選
授

・
考
課

・
俸
禄
」
の
2
篇
が
あ
る
の
み
で
あ
る
。

一
九
八
七
年

に
は
、
郁
賢
皓
氏
が
編
纂
し
た

『唐
刺
史
考
』
全
五
巻

(江
蘇
古
籍

出
版
社
)
が
上
梓
さ
れ
た
。
こ
れ
は

『
旧
唐
書
』
・
『新
唐
書
』
・
『全

唐
文
』
・
『文
苑
英
華
』
・
各
地
方
志

の
文
献
資
料
に
加
え
て
、
墓
誌

を
も
併
わ
せ
て
、
唐
代
の
州
刺
史
の
被
任
命
者

・
任
命
時
期

・
任
官

地
を
十
五
道
に
分
け
て
、
網
羅
的

に
整
理

し
た

一
大
資
料
集

で
あ

る
。
郁
氏
の
編
ん
だ
資
料
集
が
世
に
出
た
お
蔭
で
、
唐
代
の
州
刺
史
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に
つ
い
て
以
前
よ
り
個
別
具
体
的
に
知
る
こ
と
が
容
易
と
な
り
、
そ

れ
に
伴

な
い
唐
代
の
州
刺
史
に
関
す
る
研
究
は
よ
り
深
化
す
る
可
能

性
が
生

ま
れ
た
の
で
あ
る
。
先
行
す
る
築
山
氏
の
研
究
も
、
補
正
の

必
要
が
生
じ
て
く
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

小
論

で
は
、
築
山

・
郁
両
氏
の
成
果
を
手
が
か
り
に
、
唐
朝

に
よ

る
州
刺
史
の
任
官
状
況

の

一
端

を
う
か
が
い
唐
朝
の
地
方
統
治
の

あ
り
方

を
素
描
し
よ
う
と
思
う
。
最
初
に
考
察

の
糸
口
を
得
る
た

め
に
、
唐
代

に
お
け
る
州
刺
史
の
選
定
に
関
す
る
議
論
を

一
瞥
し
よ

〉つ
。

第

一
章

州
刺
史
に
関
す
る
議
論

最
初

に
唐
代
に
お
い
て
、
州
刺
史
の
選
定

に
問
題
が
あ
る
と
最
も

早
く
指
摘
し
た
六
三
七
年
(貞
観
11
)
の
馬
周

の
上
疏
を
取
り
上
げ
、

こ
れ
を
手
が
か
り
に
話
を
進
め
よ
う
。

天
下
に
臨
む
者
は
、
人
を
以
て
本
と
為
す
。
百
姓
を
し
て
安
楽

せ
し

め
ん
と
欲
す
れ
ば
、
唯
だ
刺
史

・
県
令

に
在
る
の
み
、
県
令

は
既

に
衆
け
れ
ば
、
皆
賢
な
る
能
わ
ず
。
若
し
州
毎
に
良
刺
史
を

得
れ
ば
、
則
ち
合
境
蘇
息

す
。
天
下

の
刺
史
悉
く
聖
意

に
称
わ

ば
、
則
ち
陛
下
巌
廊

の
上
に
端
操
し
、
百
姓
安
ん
ぜ
ざ
る
を
慮
ら

ず
。
古
自
り
郡
守

・
県
令
は
、
皆
賢
徳
を
妙
選
し
、
宰
相
に
擢
昇

す
る
有
ら
ん
と
欲
す
れ
ば
、
必
ず
先

に
試

み
る
に
人

に
臨
む
を
以

て
し
、
或
い
は
二
千
石
従
り
入
り
て
丞
相

と
為
る
。
今
朝
廷
独
り

内
官
の
み
を
重
ん
じ
、
県
令

・
刺
史
は
頗
る
其

の
選
を
軽
ん
ず
。

刺
史
は
多
く
是
れ
武
夫

・
勲
人
な
り
。
或

い
は
京
官

の
職
に
称
わ

ず
し
て
方
め
て
始
め
て
外
に
出
つ
る

な
り
。
而
し
て
折
衝

・
果

毅
の
内
、
身
材
の
強
き
者
、
先
ず
入
り

て
中
郎
将
と
為
り
、
其
の

次
始
め
て
州
任
に
補
せ
ら
る
。
辺
遠
の
処
、
人
を
用
ゆ
る
こ
と
更

に
軽
く
、
其
の
材
の
宰
在
に
堪
え
、
徳

行
を
以
て
称
擢
せ
ら
る
る

者
、
十
に

一
な
る
能
わ
ず
。
百
姓
の
未
だ
安
ん
ぜ
ざ
る
所
以
は
、

殆
ん
ど
此
れ
に
由
る
。

(『
旧
』
七
四
馬
周
伝
、
以
下

『
旧
』
は

『旧
唐
書
』
の
略
)

馬
周
の
言
う
京
官
の
不
適
任
者
で
外
に
出
さ
れ
た
者
と
は
被
左
遷

者
を
指
す
の
で
あ
ろ
う
。
と
な
る
と
、
州
刺
史
と
な

っ
た
の
は
当
時

武
人
か
被
左
遷
者
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
ま
た
貞
観
末
年
に
は
選

ば
れ
る
側
で
あ

っ
た
士
大
夫
も
多
く
は
京
官

を
求
め
、
外
官

に
出
る

の
を
悦
ば
な
か

っ
た

(『通
典
』
三
三
職
官
典

一
五
郡
太
守
)。

と
こ
ろ
で
築
山
氏
は
、
内
官
偏
重
の
風

は
唐

一
代
を
通
じ
て
存
在

し
て
い
た
と
言
わ
れ
、
天
宝
の
乱
以
来
外
官
を
重
ん
じ
た
と
い
う
趙

翼

の
説

(『咳
蝕
叢
考
』

一
七

「
唐
制
内
外
官
、
軽
重
先
後
不
同
」)

　　
　

を
否
定
し
て
い
る
。
そ
こ
で
小
論
で
は
州
刺
史
の
任
官
状
況
を
考
え

一28一



る
上

で
、
内
外
官
軽
重
問
題
に
先
ず
焦
点
を
あ
て
る
こ
と
と
す
る
。

最
初

に
行
論
が
混
乱
し
な
い
よ
う
に
、
確
認
し
て
お
き
た
い
事
柄
が

あ
る
。

そ
れ
は
内
外
官
を
軽
重
視
す
る
主
体
が
何
か
、
と
い
う
こ
と

で
あ

る
。
今
試
み
に

『咳
蝕
叢
考
』

一
七

「
唐
制
内
外
官
、
軽
重
先

後
不
同

。」
を
み
る
と
、
天
宝
以
前
に
内
官

(京
官
)
が
重
視
さ
れ
、

外
官
が
軽
視
さ
れ
て
い
た
と
す
る
論
拠
の

一
と
し
て
引
か
れ
て
あ
る

「
今
朝
廷
独
り
内
官

の
み
を
重
ん
じ
、
県
令

・
刺
史
は
、
其
の
選
を

軽
ん
ず
。
」
(『
旧
』
七
四
馬
周
伝
、
前
出
)
で
は
主
体
が
内
外
官
の
人

事
を
掌

る
朝
廷
で
あ
り
、
粛

・
代
宗
以
後
、
内
官
が
軽
ん
ぜ
ら
れ
外

官
が
重

ん
ぜ
ら
れ
た
証
拠
と
し
て
用
い
ら
れ
た

「
醇
亀
は
左
丞
よ
り

激
州
刺
史
に
疑
せ
ら
れ
、
家
人
之
を
降
す
こ
と
の
晩
き
を
恨
む
。
崔

祐
甫
、
吏
部
員
外
郎

に
任
ぜ
ら
れ
、
洪
州
別
駕
と
為
る
を
求
む
る
に

至
る
」

(『新
』

=
二
九
李
泌
伝
、
以
下

『新
』
は

『新
唐
書
』
の
略
)

で
は
、
朝
廷
か
ら
人
事
の
選
定
を
受
け
る
士
大
夫
で
あ
る
。
朝
廷
と

士
大
夫

と
は
、
人
事
を
め
ぐ

っ
て
選
定
す
る
側
と
さ
れ
る
側
と
に
そ

の
立
場

は
分
れ
る
。

『咳
鯨
叢
考
』

の
著
者
趙
翼
は
、
朝
廷
の
立
場

か
ら
唐
代
前
半
期
は
外
官
が
軽
視
さ
れ
、
士
大
夫
の
立
場
か
ら
唐
代

後
半
期

は
外
官
が
重
視
さ
れ
た
と
述
べ
て
お
り
、
内
外
官
の
軽
重
を

異
な

る
二
つ
の
立
場
か
ら
み
て
い
る
の
で
あ
る
。
私
は

一
つ
の
事
象

の
変
化

を
追
う
の
に
視
点
を

一
つ
に
固
定
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え

る
。
し
た
が

っ
て
、
小
論
で
は
朝
廷
の
州
刺
史
任
用
に
視
点
を
定
め

る
こ
と
と
す
る
。

と
こ
ろ
で
前

に
み
た
馬
周
の
上
疏
に
よ
る
と
、
貞
観
時
代
に
州
刺

史
に
な
る
者
は
、
武
人
か
京
官
の
被
左
遷
者
で
あ

っ
た
。
こ
の
中
、

京
官
と
は
文
官
を
指
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
馬
周
の
意
の
あ
る
所
を

汲
み
取
る
と
、
先
ず
州
刺
史
に
就
け
て
牧

民
の
才
を
試
し
た
後
、
丞

相
に
任
ず

べ
き
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
更
に
敷
術
し
て
言
う

と
、
武
人
を
州
刺
史
に
任
ず
る
の
で
は
な
く
、
京
官
と
州
刺
史
と
の

間
に
、
恒
常
的
な
遷
転
径
路
を
設
置
す
る
よ
う
に
と
い
う
主
張
が
含

意
し
て
い
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。

貞
観
以
後
、
州
刺
史

の
人
選
に
つ
い
て
論
議
が
ひ
き
続
き
起
こ
る

が
、
武
人
が
州
刺
史

に
な
る
問
題
よ
り
む
し
ろ
京
官
と
州
刺
史
と
の

間
に
遷
転
径
路
を
設
け
る
問
題
が
論
議
の
焦
点
と
な
っ
た
。
し
た
が

っ
て
こ
こ
で
は
、
京
官
と
州
刺
史
の
間
の
遷
転
問
題
に
焦
点
を
絞
る

こ
と
と
す
る
。

京
官
と
州
刺
史
と
の
遷
転
問
題
は
、
八
世
紀
初
、
七
〇
七
年
(景
龍

元
)
か
ら
七
二
四
年
(開
元
12
)
に
か
け
て

活
澄
に
論
議
さ
れ
、
対
策

が
講
じ
ら
れ
た
。
年
代
は
正
確
に
決
め
ら

れ
な
い
が
、
景
龍
年
間
に

盧
懐
慎
が
京
官

の
員
外
官
中
、
才
能

・
度
量

・
見
識
が
州
刺
史

・
長

史

・
司
馬

・
県
令

と
な
る
の
に
十
分

な
人
物

を
そ
れ
ら
の
官
に
遷
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擢
す
る
よ
う
上
疏
し
た

(『
旧
』
九
八
盧
懐
慎
伝
、
『新
』

一
一
一六
同

伝
)
。

こ
の
時
は
聴
き
納
れ
ら
れ

な
か

っ
た
が
、
恐
ら
く

こ
の
盧
懐

慎
が

上
疏
し
た
後

に
な
る
と
思
わ
れ
る
七
〇
八
年
(景
龍
2
)
に
京
官

で
牧

民
の
才

の
あ
る
者
に
は
外
官
を
与
え
、
外
官
で
清
慎
と
い
う
評

価
を
博
し
た
者

に
は
京
官
を
授
け
る
よ
う

詔
勅
を
下
し
た

(『唐
会

要
』

六
八
刺
史
L
)
。

し

か
し
な
が
ら
、
こ
の
詔
勅
が
ま
だ
効
力
を
発
揮
し
な
か
っ
た
の

か
、

翌
七
〇
九
年
(景
龍
3
)
に
は
章
嗣
立
が
上
疏
し
、
近
年
来
、
京

官

で
罪
を
犯
し
た
り
声
望
が
下

の
者
を
州
刺
史
に
派
遣
し
、
吏
部
の

選
人
中
、
高
齢
で
文
案
を
作
成
で
き
な
い
者
を
県
令
に
任
じ
て
い
る

と
批
判
し
、
刺
史

・
県
令

に
は
才
能
に
声
望
あ
る
者
を
充
て
、
更
に

は
尚
書
省
の
侍
郎
、
中
書
省

・
門
下
省

・
左
右
御
史
台

・
五
品
以
上

の
清
望
官

は
州
刺
史

・
県
令
か
ら
選
ぶ
よ
う

建
議
し
た

(『
旧
』
八

八
津
嗣
立
伝
、
『新
』

=

六
同
伝
)
。
七

一
〇
年
(景
雲
元
)
に
は
、

寧
原
悌
が
州
刺
史
の
職
が
軽
ん
ぜ
ら
れ
て
い
る
の
を
是
正
す
べ
く
、

尚
書
省
の
空
い
た
宮

に
は
州
刺
史
か
ら
人
材
を
求
め
補
任
す
る
よ
う

上
疏

し
た

(『唐
会
要
』
六
八
刺
史
上
)
。
七

一
五
年
(開
元
3
)
に
は

張
九
齢
が
州
刺
史
は
長
安
周
辺
及
び
雄

・
望
と
序
列
が
付
け
ら
れ
た

州

(州
の
序
列

に
つ
い
て
は
後
述
)
は
ま
だ
少
し
人
材
を
選
ん
で
い

る
が
、
江
南
東
西
両
道

・
潅
南
道

・
朧
石
道

・
剣
南
道

・
河
東
道

・

河
北
道

・
河
南
道

の
大
府
を
除

い
て
適
任
者

で
な
く
、
京
官

か
ら

(州
刺
史
と
し
て
)
出
て
い
っ
た
者
は
、
そ
の
身
に
罪
が
あ

っ
た
り
、

政
治
上
業
績
が
な
か
っ
た
り
、
州
刺
史
が
左
遷
の
ポ
ス
ト
と
な
っ
て

い
る
と
訴
え
た

(『新
』

一
二
六
張
九
齢
伝
)
。

一
方
、
唐
朝
の
対
応
を
み
る
と
、
七

一
八
年
(開
元
6
)
に
至
る
と
、

京
官
中
歴
任
政
績
の
良
い
者
を
州
刺
史

に
任
命
す
る
よ
う
詔
勅
を
出

し
た

(『唐
会
要
』
六
八
刺
史
上
)。
七
二
〇
年
(開
元
8
)
に
は
清
望

官
が
空
い
た
場
合
、
州
刺
史
か
ら
選
び
、
都
督

・
刺
史
は
京
官
か
ら

選
び
郎
官

(郎
中

・
員
外
郎
)
は
州
長
史

・
司
馬
と
県
令
か
ら
取
る
よ

う
勅
令
し
た

(同
上
)
。
こ
の
詔
勅
は
、
そ
れ
ま
で
に
下
さ
れ
た
詔
勅

中
、
京
官
と
州
刺
史
と
の
遷
転
関
係
を
最
も
具
体
的
に
明
示
し
た
も

の
で
あ
る
。
七
二
四
年
(開
元
12
)
に
は
、
以
後
三
省
の
侍
郎
が
欠
け

た
時
に
は
先
ず
州
刺
史
の
経
験
者
か
ら
後
任
者
を
選
び
、
郎
官
が
空

い
た
時

に
は
先
ず
県
令
の
経
験
者
か
ら
後
任
者
を
捜
す
よ
う
詔
勅
を

下
し
、
州
刺
史
か
ら
三
省
侍
郎

へ
、
県
令

か
ら
郎
官

へ
各
々
遷
る
径

路
が
成
立
し
た
(同
上
)。
以
上
の
3
つ
の
詔
勅
は
開
元
時
代

に
玄
宗

に
よ
り
発
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
玄
宗
が
州
刺
史
を
重
視
し
た

姿
勢
は
、
七
二
五
年
(開
元
13
)
に
自
ら
の
手
で
、
吏
部
侍
郎
許
景
先

を
號
州
刺
史
、
大
理
卿
源
光
裕
を
鄭
州
刺
史
、
兵
部
侍
郎
冠
批
を
宋

州
刺
史
、
礼
部
侍
郎
鄭
温
埼
を
邪
州
刺
史

に
各
々
任
命
し
、
更
に
州
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刺
史
に
六
人
を
加
え
た
事
実
か
ら
看
て
取
る
こ
と
が
で
き
る

(『新
』

一
二
八
許
景
先
伝
)
。

更
に
唐
代
後
半
期
に
入

っ
て
間
も
な
い
七
六
六
年
(永
泰
2
)
に
は

郎
中
は
中
州
刺
史
に
任
命
で
き
、
員
外
郎
は
下
州
刺
史
に
叙
す
る
こ

と
が
で
き
州
刺
史
の
官
の
価
値
を
高
め
、
同
時

に
郎
中

・
員
外
郎
の

能
力
あ
る
者
を
選
ぶ
こ
と
と
す
る
と
勅
を
下
し

(『唐
会
要
』
六
八

刺
史
上
)
、
郎
官

(郎
中

・
員
外
郎
)
と
州
刺
史
と
の
間
に
遷
転
径

路
が
生

ま
れ
た
。
郎
官
か
ら
州
刺
史
に
遷
転
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ

と
に
よ
り
、
州
刺
史

の
価
値
を
高
め
よ
う
と
し
た
の
は
、
郎
官
が

一

　　
　

般
に
要
官
と
目
さ
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
州
刺
史

が
重
視
精
選
さ
れ
た
背
景
に
は
、
安
史
の
乱
勃
発
後
、
至
徳
年
間
以

後
、
州
刺
史
は
団
練
使
を
加
え
ら
れ
、
各
州
の
兵
権
を
掌
握
し
た
こ

と
が
あ

っ
た
と
思
わ
れ
る

(『
通
典
』
三
三
職
官
典

一
五
郡
太
守
)。

七
二
〇
年
以
降
、
唐
朝
が
定

め
た
州
刺
史
と
京
官
と
の
遷
転
関
係

を
ま
と
め
る
と
、
州
刺
史
↓
清
望
官

・
州
刺
史
↑
京
官

(七
二
〇
年

成
立
)
、
州
刺
史
↓
三
省
侍
郎

(七
二
四
年
成
立
)
、
中
州
刺
史
↑
郎

中

・
下
州
刺
史
↑
員
外
郎

(
七
六
六
年
成
立
)
で
あ
る
。

以
上

の
如
く
唐
代
半
ば

に
京
官
と
州
刺
史
と
の
遷
転
関
係
が
定
め

ら
れ
て
か
ら
後
に
は
、
例
え
ば
宣
宗
時
代
に
醇
逢
が
知
制
詰
に
推
さ

れ
た
折
り
、
劉
豫
が
先
朝
の
制
度
で
は
給
事
中

・
中
書
舎
人
は
先
ず

州
県
官
を
経
験
す
る
必
要
が
あ
る
が
、
醇

逢
は
ま
だ
郡

(州
)
を
治

め
た
こ
と
が
な
い
の
で
、
先
ず
郡
で
試
し
た
方
が
よ
い
と
上
奏
し
て

巴
州
刺
史

に
任
ぜ
ら
れ
た
如
く

(『旧
』

一
九
〇
下
醇
逢
伝
、
『新
』

二
〇
三
同
伝
)
、
中
書
舎
人

と
給
事
中
と
な
る

た
め
に
は
、
州
刺
史

を
踏
む
こ
と
が
前
提
条
件
で
あ

っ
た
。
ま
た
宰
相
の
鄭
輩
が
嘗
て
華

州
刺
史
を
経
験
し
た
こ
と
の
あ
る
張
仲
方

を
欠
員
の
生
じ
た
尚
書
侍

郎
に
用
い
よ
う
と
上
奏
し
た
と
こ
ろ
、
文
宗
が
張
仲
方
は
州
刺
史
と

し
て
み
る
べ
き
政
績
を
残
し
て
い
な
い
の
で
任
命
で
き
な
い
と
拒
絶

し
た
如

く

(『旧
』

一
七

一
張
仲
方
伝
、
『新
』

=

一六
同
伝
)
、
州

刺
史
時
代
の
政
績
が
尚
書
侍
郎
の
任
官
を
左
右
す
る
例
す
ら
み
ら
れ

た
。以

上
み
て
き
た
如
く
、
唐
朝
が
八
世
紀
初
頭
か
ら
半
ば
に
か
け
て

州
刺
史
と
京
官
と
の
間
に
遷
転
径
路
を
確
立
し
よ
う
と
試
み
、
唐
後

半
期
に
は
そ
れ
が
成
立
し
た
感
が
あ
る
。

つ
ま
り
、
唐
前
半
期
よ
り

後
半
期
の
方
が
朝
廷
が
州
刺
史
人
事
を
重
視
す
る
よ
う
に
な

っ
た
と

思
わ
れ
る
が
、
次
に
個
別
具
体
的
に
州
刺
史
と
京
官
と
の
遷
転
関
係

を
吟
味
し
て
み
よ
う
。

第
二
章

京
官
と
州
刺
史

唐
朝
の
官
僚
機
構
に
お
い
て
、
三
省
六
部
が
中
枢
を
占
め
て
い
た
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こ
と
は
、
今
更
改
め
て
昌、面
う
必
要
は
な
い
で
あ
ろ
う
。

こ
こ
で
も
う

一
度
前

章
で
み
た
州
刺
史
と
京
官
と
の
間
に
遷
転
径
路
を
確
立
す
る

問
題
を
巡
る
議
論
と
詔
勅
を
振
り
返
る
と
、
七

一
〇
年
の
寧
原
悌
の

上
奏

で
は
尚
書
省
の
空
閾
に
充
て
る
人
材
を
州
刺
史
か
ら
選
ぶ
よ
う

主
張
し
、
七
六
六
年
に
は
郎
中
か
ら
中
州
刺
史
を
、
員
外
郎
か
ら
下

州
刺
史
を
各
々
選
ぶ
よ
う
勅
を
下
し
て
お
り
、
州
刺
史
と
尚
書
省
と

の
間
に
遷
転
径
路
を
つ
け
よ
う
と
し
て
き
た
の
が
わ
か
る
。
更
に
は

七
〇
九
年
に
章
嗣
立
が
中
書

・
門
下
両
省

・
左
右
御
史
台
と
五
品
以

上
の
清
望
官
と
と
も
に
尚
書
侍
郎
を
州
刺
史

・
県
令
か
ら
選
ぶ
よ
う

に
上
奏

し
、
ま
た
七
二
四
年
に
は
三
省
侍
郎
の

一
と
し
て
中
書
侍
郎

・
黄
門
侍
郎
と
と
も
に
尚
書
侍
郎
を
州
刺
史
か
ら
選
任
す
る
よ
う
詔

勅
を
下

し
て
お
り
、
い
ず
れ
も
尚
書
侍
郎
と
州
刺
史
と
の
間
に
遷
転

径
路
を

つ
け
よ
う
と
し
て
い
る
点
が
共
通
し
て
い
る
。
七
二
四
年
に

州
刺
史

か
ら
選
ぶ
よ
う
詔
勅
を
下
し
た
三
省
侍
郎
を
各
々
人
数
の
上

か
ら
み
る
と
、
中
書
侍
郎
と
黄
門
侍
郎
が
各
二
人
で
、
尚
書
侍
郎
が

九
人

(吏
部

・
戸
部

・
兵
部
各

二
人
、
礼
部

・
刑
部

・
工
部
各

一
人
)

で
あ
り
、
三
省
侍
郎
中
、
尚
書
侍
郎
が
最
も
多
く
を
占
め
る
。
三
省

の
九
品
官
以
上
の
人
数
を

『唐
六
典
』
に
よ
り
比
較
す
る
と
、
尚
書

省
が

一
五
九
人
で
最
も
多
く
、
中
書
省
の
四
二
人
、
門
下
省
の
三
八

人
を
は
る
か
に
凌
駕
し
、
三
省
全
体
の
官
員
に
占
め
る
比
重
が
最
大

で
あ
る
。
し
た
が

っ
て
、
州
刺
史
と
京
官

と
の
遷
転
関
係
を
つ
け
る

上
で
、
三
省
中
、
尚
書
省
が
最
大
の
対
象

と
な
っ
た
も
の
と
考
え
ら

れ
る
。
そ
こ
で
以
下
、
尚
書
省
の
官
を
中

心
に
州
刺
史
と
の
遷
転
関

係
を
み
て
い
く
こ
と
と
す
る
。
尚
こ
こ
で
は
尚
書
省
と
州
刺
史
と
の

遷
転
関
係
は
尚
書
省
か
ら
州
刺
史

へ
動
く
場
合
と
尚
書
省

へ
州
刺
史

か
ら
遷
る
場
合
の
2
種
類
の
異
動
が
あ
る
が
、
馬
周

・
盧
懐
慎

・
章

嗣
立
の
上
奏
で
京
官
か
ら
州
刺
史

へ
の
異
動
を
取
り
あ
げ
、
七
六
六

年
の
詔
勅
で
京
宮
で
あ
る
尚
書
省
郎
官

か
ら
州
刺
史

へ
の
異
動
を

定
め
た
こ
と
に
鑑
み
、
尚
書
省
か
ら
州
刺
史

へ
の
遷
転
に
注
目
し
た

い
。
大
ま
か
で
あ
る
が
、
唐
代
の
前
半
期

と
後
半
期
と
で
内
外
官

の

軽
重
が
築
山
氏
の
言
わ
れ
る
如
く

一
貫
し
て
内
官
偏
重
で
あ

っ
た
の

か
、
或
い
は
趙
翼
の
述
べ
る
如
く
唐
代
後
半
期
に
は
前
半
期
の
内
官

重
視

・
外
官
軽
視
の
風
が
改
ま
っ
た
の
か
、
安
史
の
乱
を
境
に
天
宝

以
前

の
唐
代
前
半
期
と
至
徳
以
後
の
唐
代
後
半
期
と
に
分
け
て
尚
書

省
か
ら
州

刺
史

へ
の
遷
転
状
況
を
見
比

べ
る
こ
と
と
す
る
。
因
み

に
、
州
刺
史
に
は
天
宝
以
前
辺
境
に
置
か
れ
て
い
た
が
安
史
の
乱
後

内
地

に
導
入
さ
れ
た
節
度
使
、
江
南
に
置

か
れ
た
り
内
乱
鎮
定
後
節

度
使
に
替
わ

っ
て
設
け
ら
れ
た
観
察
使
、
他
に
華
州

・
同
州

・
雲
州

な
ど
に
設
置
さ
れ
た
防
禦
使
は
治
所
の
州
刺
史
を
兼
任
し
た
の
で
、

こ
れ
ら
を
含
め
た
。
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こ

こ
で
郁
賢
皓
氏
の
労
作

『唐
刺
史
考
』
に
よ
り
尚
書
省
か
ら
州

刺
史

へ
異
動

し
た
官

に
眼

を

や
る
と
尚
書
令

・
都
事

・
主
事
を
除

い
た
、
尚
書
左
右
僕
射

・
六
部
尚
書

・
左
右
丞

・
六
部
侍
郎

・
郎
中

(左
右

司
郎
中

と
六
部
郎
中
)
・
員
外
郎

(左
右
司
員
外
郎
と

六
部

員
外
郎
)
が
認
め
ら
れ
る
。
遷
転
に
は
、
順
遷
と
左
遷
の
二
種
類
が

あ
る
が

、
先
ず
は
順
遷
に
焦
点
を
当
て
る
こ
と
と
す
る
。

州
刺
史

へ
順
遷
し
た
尚
書
省
の
官
の
絶
対
数
を
唐
代
前
半
期

(天

宝
以
前
)
と
後
半
期

(至
徳
以
後
)
に
分
け
て
比
較
す
る
と
、

い
ず

れ
の
官

も
前
半
期
よ
り
後
半
期
の
方
が
州
刺
史
に
赴
任
し
た
者
が
著

し
く
増

加
し
た
(1
表
参
照
)
。
増
加
数
と
と
も
に
そ
の
多

い
順
に
官

を
並

べ
る
と
、
六
部
侍
郎
九

一
、
六
部
尚
書
七
二
、
郎
中
六

一
、
員

外
郎

四
五
、
左
丞

一
八
、
右
僕
射

一
四
、
左
僕
射

=
二
、
右
丞

一
〇

で
あ
り

、
六
部
尚
書
と
六
部
侍
郎
の
増
加
振
り
に
は
眼
を
み
は
る
も

の
が

あ
る
。
ま
た
天
宝
以
前

に
は
州
刺
史
に
任
命
さ
れ
る
者
が

一
桁

の
数

し
か
認
め
ら
れ
な
い
左
右
僕
射

・
左
右
丞

・
員
外
郎
は
増
加
数

が
六
部
尚
書
と
六
部
侍
郎
よ
り
落
ち
る
け
れ
ど
も
二
桁
に
及
び
、
特

に
員
外
郎

の
増
加
数
が
極
立
つ
。

州
刺
史
に
赴
任
し
た
者
の
中
で
、
節
度
使

・
観
察
使

・
防
禦
使
の

使
職

に
任
命
さ
れ
た
者

の
占
め
る
比
率
を
唐
代
前
半
期
と
後
半
期
に

分
け

て
み
る
と
、
尚
書
左
僕
射
は
前
半
期
○
%
、
後
半
期

一
〇
〇
%
、

以
下
前
半
期
と
後
半
期
の
順
に
比
率
を
列
挙
す
る
と
、
右
僕
射
は
○

%
、
九
三

・
三
%
、
六
部
尚
書
は
○
%
、
八

一
・
六
%
、
尚
書
左
丞

は

一
四

・
三
%
、
七
六
%
、
右
丞
は
○
%
、
六
二

・
五
%
、
六
部
侍

郎
は

一
四

・
三
%
、
六
〇

・
七
%
、
郎
中

は
七

・
一
%
、
五

・
八
%
、

員
外
郎
は
○
%
、
五

・
八
%
で
あ
り
(1
表
参
照
)、
唐
代
前
半
期
に

使
職
と
し
て
赴
任
す
る
前
の
官
は
、
僅
か

に
尚
書
左
丞

・
六
部
侍
郎

・
郎
中
が
認
め
ら
れ
る
の
み
で
あ
る
。
使
職
中
、
唐
代
前
半
期
に
設

け
ら
れ
た
節
度
使
は
、
七

=

年
(景
雲
2
)
に
河
西
節
度
使
が
置
か

れ
た
の
が
最
初
で
、
そ
の
後
開
元

・
天
宝
年
間
に
辺
境
に
限

っ
て
十

節
度
使
が
設
置
さ
れ
た
に
過
ぎ
ず
、
節
度
使
が
内
地
に
導
入
さ
れ
て

四
〇
以
上
成
立
し
て
唐
末
ま
で
存
続
し
た
後
半
期
と
は
、
節
度
使
の

数

・
存
在
年
数
に
お
い
て
遙
か
に
少
な
い
こ
と
か
ら
、
尚
書
省
か
ら

節
度
使
に
赴
任
し
た
例
が
後
半
期
よ
り
前
半
期
の
方
が
少
な
い
の
は

当
然
で
あ
る
。
翻

っ
て
、
唐
代
後
半
期
に
郎
中

・
員
外
郎
か
ら
の
使

職
と
し
て
地
方
に
出
る
比
率
が
僅
か
に

一
桁
を
示
す
に
過
ぎ
な
い
の

を
除
く
と
、
い
ず
れ
も
六
〇
%
以
上
で
あ
る
。
特
に
左
右
僕
射
は
い

ず
れ
も
九
〇
%
以
上
で
、
六
部
尚
書
が
八
〇
%
以
上
で
あ
る
の
は
、

唐
代
後
半
期
左
右
僕
射
と
六
部
尚
書
か
ら
地
方
長
官

に
出
る
場
合
、

大
部
分
が
使
職
で
あ

っ
た
こ
と
を
示
す
。

以
上
の
考
察
か
ら
、
尚
書
省
か
ら
州
刺
史

(使
職
を
含
む
)

へ
順
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遷
す

る
径

で
は
な
く

た
と
言

え

さ
て
、

順
遷

と
左

ま
で
尚
書

順
遷

の
み

ず
、
も

う

み
よ
う
と

州
刺
史

に

を
唐
代
前

け
て
比
較

り

後

半

期

は
、
尚
書

・
郎
中

・

っ
た
官

は

部
尚
書

・

同
数

で
あ

(
4
)

で
あ
る
(
∬

う
に
絶
対

官
僚

の
遷
転
を

に
分
け
、
こ
れ

ら
州
刺
史

へ
の

察
し
た
に
過
ぎ

の
左
遷
を
み
て

。
尚
書
省
か
ら

さ
れ
た
絶
対
数

㌦後
半
期

」
分

と
、
前
半
期
よ

が

増
え
た
官

・
六
部
侍
郎

で
あ
り
、
減

右
僕
射

・
六

丞
で
あ
り
、

は
尚
書
右
丞

)。

こ
の
よ

較
す
る
と
、

1表

、
唐
代
前
半
期

半
期

に
定
着
し

官剛 時期京畿1関内臓 繭 繍 河北畏触 南脚 翻 珊 謝 紳 剣南1舗合計瞬

左僕射

右僕射

尚 書

左 丞

右 丞

侍 郎

郎 中

員外郎

中 書
舎 人

給事中

前糊 …1・ ・ …1…1・ ・i・1・ ・1・

後糊 …i22・ ・4…1・ ・31・1・41・4

前糊 ・i・1・ ・1・1・ ・ …1・1・i・ ・1・1・1・

後糊2・ ・i・31・5・i・ ・21・1・2i・ ・51・4

前糊14・1・i・ ・1・2・ ・131・1・ ・121・1・5/・

後糊 ・31…7・3i・1・ ・7・51521・816187176

前糊 ・}・1・}・lzlZl・ ・1・1・1・i・1・1・1・171・

後糊3121512i・1・2i2・1・2i4・1・1・1251・9

前糊2・1・2・ ・i・1・1・1・ ・{・i・1・1・161・

後糊51・131・i21・1・1・ ・1・i・ ・1・ ・1・i・61・ ・

前糊9213i3431・1・1・1・i・ ・21・2814

後糊361・239512[71・1・281・31・1714・ ・987

前糊 ・12・i・ 国 ・31・1・i・121・1・ ・1・1・41・

後糊i・212159・2141・15134181・221754

前糊 ・1・121・1・1・ ・i・ ・1・1・i・ ・1・i・151・

後糊 ・1・1・ ・i・1・1・ ・161・171・7141・1・1215・13

前糊 ・1・1・2・ ・1・1…1・ ・1・1・1・151・

後糊9・171・131・1・1・1・1・ISs・1・1・13・1・4

前糊 …131・i・1・ ・1・1・1・1・i・1・1・171・

後糊 ・6121・21・ ・1・1…1・712・ ・21431・3
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前
半
期

か
ら
後
半
期
に
か
け
て
増
え
た
官
と
減

っ
た
官
に
ほ
ぼ
半
々

に
分

れ
る
が
、
尚
書
省
か
ら
州
刺
史

へ
の
順
遷
数
と
左
遷
数
を
合
わ

せ
た
遷
転
数
全
体
に
占
め
る
左
遷
数
の
割
合
を
唐
代
前
半
期
と
後
半

期
に
分

け
て
比
較
す
る
と
、
郎
中
が
四

・
九
%
、
員
外
郎
が
九

・
二

%
ず

っ
各
々
後
半
期
の
方
が
高
い
が
、
後
半
期
絶
対
数
の
上
で
左
遷

数
が
増

え
た
尚
書
左
僕
射
と
六
部
侍
郎
も
含
め
て
、
尚
書
右
僕
射

・

皿表

官 職1前 半期1後 半期

12.5左 僕 射150

6.366.?右 僕射

8.441.4

 

書尚

10.733.3

 

丞左

5.914.3

 

丞右

郎 36.4115.7

 

侍

郎 中i・2.5・7.6

員 外 郎1・4.3123.5

中書 舎 人i44.4116.7

18.941.7給 事 中

∬表

官 職1前 半期1後 半期

21左 僕 射

12右 僕 射

812

 

書尚

34丞左

11丞右

2216郎

 

侍

16

 

2中郎

16

 

1員 外 郎

64中書舎人

10

 

5給 事 中

六
部
尚
書

・
尚
書
左
右
丞
も
、
後
半
期
に
左
遷
の
比
率
が
低
く
、
後

半
期
に
左
遷
率

の
下

っ
た
官
が
多

い
(皿
表
参
照
)
。
ま
た
尚
書
省
全

体
か
ら
州
刺
史

へ
左
遷
す
る
比
率
は
、
前
述
の
官
の
左
遷
数
の
総
和

を
そ
れ
と
順
遷
数
の
総
和
を
併
わ
せ
た
総
遷
転
数
で
割

っ
て
算
出
す

る
と
、
前
半
期
三
二

・
五
%
、
後
半
期

一
四

・
六
%
で
、
全
体
と
し

て
尚
書
省
か
ら
州
刺
史

へ
赴
く
場
合
、
後
半
期
に
は
左
遷
で
あ
る
比

率
が
低
く
な

っ
た
の
が
看
取
で
き
る
。

前
章
に
お
い
て
我
々
は
貞
観
時
代
に
武
人
と
と
も
に
京
官
か
ら
左

遷
さ
れ
た
者
が
州
刺
史
に
任
命
さ
れ
て
い
る
の
を
論
拠
の

一
つ
に
、

州
刺
史
の
人
材
選
定
が
軽
ん
ぜ
ら
れ
て
い
る
と
上
疏
し
た
の
を
確
め

た
が
尚
書
省
か
ら
州
刺
史

へ
と
順
遷
す
る
絶
対
数
と
左
遷
す
る
比
率

が
唐
代
後
半
期
に
は
低
く
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
唐
朝
は
唐
代
後
半
期

に
は
州
刺
史
の
人
材
選
定
を
重
視
す
る
よ
う
に
な

っ
た
と
考
え
ら
れ

る
。と
こ
ろ
で
砺
波
護
氏
に
よ
る
と
、
尚
書
六
部
の
郎
中

・
員
外
郎
の

任
を
大
過
な
く
勤
め
た
人
物
が
中
書
舎
人

・
給
事
中
に
な
り
、
や
が

　
　
　

て
尚
書
六
部
の
侍
郎

へ
と
昇
格
し
て
ゆ
く
。
郎
中

・
員
外
郎

の
次
に

就
く
中
書
舎
人

・
給
事
中
は
、
侍
郎
か
ら
更
に
宰
相

へ
と
昇
り
つ
め

る
エ
リ
ー
ト
コ
ー
ス
の
通
過
点
に
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
、
尚
書
省

の
官
と
遷
転
径
路
上
関
わ
り
あ
る
重
要
な
官

で
あ
る
。
そ
こ
で
、
中
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書
舎
人

と
給
事
中
か
ら
州
刺
史

へ
の
遷
転
状
況

へ
眼
を
移
す
こ
と
と

す
る
。

中
書
舎
人
か
ら
州
刺
史

へ
の
遷
転
は
、
順
遷
が
前
半
期
よ
り
後
半

期
の
方

が
多
く
(
1
表
参
照
)。

こ
の
中
使
職
と
し
て
赴
任
す
る
比
率

は
、
前
半
期
○
%
、
後
半
期
四
三

・
三
%
で
あ
り
、
左
遷
率
を
こ
れ

ま
で
と
同
様
の
方
法
で
算
出
す
る
と
、
前
半
期
四
四

・
四
%
、
後
半

期

一
六

・
七
%
で
後
半
期
の
方
が
低
く
な
る
(皿
表
参
照
)
。

給
事
中
か
ら
州
刺
史

へ
の
遷
転
は
、
順
遷
が
前
半
期
よ
り
後
半
期

の
方
が
多
く
、
使
職
と
し
て
出
る
確
率
は
前
半
期
○
%
、
後
半
期
三

〇

・
二
%
で
あ
り
、
左
遷
率
は
前
半
期
四
二
%
、
後
半
期
二
〇
%
で
、

後
半
期
少
な
く
な
っ
た
。

中
書
舎
人
も
給
事
中
も
、
前
半
期
に
比
べ
て
後
半
期
の
方
が
、
順

遷
数
が
多
く
、
左
遷
率
が
低
く
な

っ
て
お
り
、
後
半
期
に
両
官
か
ら

州
刺
史

へ
遷
る
径
路
が
定
ま

っ
た
と
言
え
る
。
ま
た
両
官
か
ら
唐
代

後
半
期

に
な
り
使
職
に
出
る
よ
う
に
な

っ
た
の
で
あ
る
。
唐
代
後
半

期
、

エ
リ
ー
ト
コ
ー
ス
の

一
画
を
構
成
す
る
中
書
舎
人
と
給
事
中
か

ら
州
刺
史

へ
の
遷
転
径
路
が
確
立
さ
れ
た
こ
と
は
、
尚
書
省
か
ら
の

そ
れ
と
と
も
に
、
唐
代
後
半
期
、
唐
朝
が
州
刺
史
の
人
事
を
重
要
視

す
る
よ
う
に
な

っ
た
と
判
断
を
下
す
根
拠
に
加
え
る

こ
と
が
で
き

る
。

私
は
こ
れ
ま
で
、
京
官

の
尚
書
左
右
僕
射

・
六
部
尚
書

・
尚
書
左

右
丞

・
六
部
侍
郎

・
郎
中

・
員
外
郎

・
中
書
舎
人

・
給
事
中
か
ら
州

刺
史

へ
の
遷
転
状
況
を
み
て
き
た
が
、
州
刺
史
の
次
に
就
い
た
官
に

つ
い
て
は
全
く
言
及
し
な
か

っ
た
。
以
上
の
官
す
べ
て
に
亙
り
州
刺

史
の
次
に
任
命
さ
れ
た
官
を
論
ず
る
こ
と
は
、
こ
こ
で
は
紙
幅
の
関

係
か
ら
で
き
な
い
が
、
宰
相

に
至
る
最
有

力
コ
ー
ス
の

一
画
に
は
め

込
ま
れ
て
い
る
中
書
舎
人
に
特

に
限

っ
て
、
そ
れ
か
ら
州
刺
史
に
任

命
さ
れ
た
後
に
遷
転
し
た
官
を

一
瞥
し
て
み
よ
う
。
中
書
舎
人
か
ら

宰
相

に
至
る
径
路
は
、
砺
波
氏
が
封
演

『
封
氏
見
聞
記
』
に
よ
り
示

し
て
い
る
の
で
、
次
に
そ
れ
を
掲
げ
、
参
照
す
る
こ
と
と
す
る
。

1
進
士

2
校
書
(秘
書
省
正
九
品
上
)

3
畿
尉
(正
九
品
下
)

4
監
察
御
史
(正
八
品
上
)

5
拾
遺
(従

八
品
上
)

6
員
外
郎

(従
六
品
上
)

7
中
書
舎
人
(正
五
品
上
)

8
中
書
侍
郎

(正
四

　
　
　

品
上
)

唐
代
に
中
書
舎
人
か
ら
州
刺
史
へ
遷
っ
た
者
三
五
人
中
、
『新
』
・

『
旧
』
両
唐
書
に
立
伝
さ
れ
て
い
て
州
刺
史
に
赴
任
し
て
か
ら
以
後

辿
っ
た
官
歴
が
確
認
で
き
る
の
は
二
六
人
で
あ
る

(①
薫
嵩
②
張
嘉

貞
③
蘇
晋
④
張
延
珪
⑤
張
延
賞
⑥
李
紆
⑦
醇
播
⑧
沈
伝
師
⑨
章
辞

⑩
張
元
夫
⑪
李
虞
仲
⑫
徐
晦
⑬
白
居
易
⑭
令
狐
楚
⑮
薫
康
⑯
周
堤

⑰
崔
亀
従
⑱
曹
確
⑲
曹
扮
⑳
劉
謄
⑳
李
景
譲
⑳
梁
載
言
⑳
孫
這
⑳
唐
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扶

⑳

王
仲
野
⑳
崔
威
)
。
二
六
人
中
、
地
方
官
に
留
ま
り

京
官

に
帰

ら
な
か

っ
た
の
は
、
七
人
で
あ
る
(⑨
⑩
⑮
⑳
働
⑳
⑳
)
。
残
り

一
九

人
は
州
刺
史
に
出
た
直
後
、
あ
る
い
は
更

に
他

の
地
方
官

に
遷

っ
た

後
、
中
央

へ
戻

っ
た
。

一
旦
地
方

へ
出

て
か
ら
中
央

へ
戻
る
ま
で
の

時
間
差

は
あ
る
け
れ
ど
も
、
こ
の

一
九
人
が
中
央

に
帰

っ
て
最
初
に

就

い
た
官

は
、
侍
郎

=

一人
(②
③
④
⑥
⑫
⑭
⑯
⑰
⑱
⑲
⑳
⑳
)
、
尚

書
左
丞

二
人
(①
⑦
)
、
左
散
騎
常
侍
(⑪
)
・
右
散
騎
常
侍
(⑳
)
・
尚

書
右
丞

(⑧
)
・
太
子
左
庶
子

(⑬
)
・
御
史
大
夫

(⑤
)
各

一
人
で
あ

る
。

こ
の
中
、
唐
代
前
半
期
に
地
方

へ
出
た
者
は
四
人
(①
②
③
④
)

で
、
後
半
期
に
出
た
者
は
残
り

一
五
人
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
唐
代
前

半
期
よ
り
後
半
期
の
方
が
中
書
舎
人
か
ら
州
刺
史
を
経
て
中
央
に
戻

る
者
が
多
か

っ
た
こ
と
か
ら
、
前
半
期
で
は
な
く
後
半
期
に
中
書
舎

人
か
ら
州
刺
史
を
経
て
中
央

へ
戻
る
道
が
固
ま

っ
た
と
言
え
よ
う
。

さ

て
中
央
に
戻
り
最
初
に
就

い
た
官
は
、
唐
代
前
半
期
も
後
半
期

も
侍
郎
が
多
く
、
そ
の
内
訳
は
前
半
期
が
中
書
侍
郎
(②
)
・
戸
部
侍

郎
(③
)
・礼
部
侍
郎

(④
)
各

一
人
で
あ
り
、
後
半
期
は
戸
部
侍
郎
(⑰

⑲
⑳
)
三
人
、
礼
部
侍
郎
(⑥
⑳
)
・
兵
部
侍
郎

(⑯
⑱
)
各
二
人
、
中

書
侍
郎

(⑭
)
・
工
部
侍
郎
(⑫
)各

一
人
で
あ
り
、
両
時
期
と
も

一
人

が
中
書
侍
郎
で
あ
る
の
を
除

い
て
す
べ
て
六
部
侍
郎
で
あ

っ
た
。
唐

代

に
お
い
て
中
書
舎
人
が
昇
進
す
る
官
は
、
主
と
し
て
中
書

・
門
下

　　
　

・
尚
書
三
省
の
侍
郎
で
あ

っ
た
と
言
わ
れ
る
が
、
中
書
舎
人
か
ら

一

旦
州
刺
史
に
出
て
、
再
び
中
央

へ
戻

っ
て
最
初
に
就
い
た
官
が
侍
郎

で
あ

っ
た

=

一人
は
、
こ
の
遷
転
径
路
を
辿

っ
た
と
認
め
ら
れ
る
。

中
央
に
復
帰
し
た
時
、
最
初
に
就
い
た
官
が
侍
郎
で
な
か

っ
た
者

も
、
唐
代
前
半
期
に
は
兵
部
侍
郎
(①
)
、
唐
代
後
半
期
に
は
中
書
侍

郎
(⑤
)、
吏
部
侍
郎
(⑧
)
・
礼
部
侍
郎
(⑦
)
・
兵
部
侍
郎
(⑪
)
・
刑

部
侍
郎
(⑱
)
に
ま
で
進
ん
で
お
り
、
結
局

の
所
、

一
人
(⑳
)
を
除
い

て
み
な
侍
郎
に
至

っ
た
。

こ
の
六
人
は
、
中
書
舎
人

・
州
刺
史
と
侍

郎
と
の
間
に
、
他
の
官
を
挾
み
込
ん
だ
形

で
進
ん
だ
の
で
あ
る
。
更

に
そ
の
後
宰
相
に
進
ん
だ
者
八
人
は
、
前

に
掲
げ
た
宰
相
に
至
る
エ

リ
ー
ト
コ
ー
ス
の
図
の
如
く
、
い
ず
れ
も
中
書
侍
郎
を
加
え
ら
れ
た

の
で
あ
る
。

こ
こ
で
前
に
掲
げ
た
六
三
七
年
(貞
観
11
)
の
馬
周
の
上
疏
を
、
も

う

一
度
み
て
み
よ
う
。
馬
周
は
京
官
は
左
遷
さ
れ
て
は
じ
め
て
州
刺

史
に
任
命
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
根
拠
の

一
に
、
州
刺
史
の
人
事
が
軽

視
さ
れ
て
い
る
旨
を
上
疏
し
た
が
、
以
上
考
察
し
て
き
た
如
く
、
要

官
と
目
さ
れ
る
尚
書
左
右
僕
射

・
六
部
尚
書

・
尚
書
左
右
丞

・
六
部

侍
郎

・
郎
中

・
員
外
部
、
中
書
舎
人

・
給
事
中
か
ら
州
刺
史
に
順
遷

し
た
者
が
前
半
期
よ
り
後
半
期
の
方
が
多

く
、
以
上
の
官
か
ら
州
刺

史

へ
左
遷
さ
れ
た
者
が
遷
転
者
に
占
め
る
比
率
は
、
前
半
期
よ
り
後
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半
期
の
方
が
郎
中
と
員
外
郎
を
除
き
全
般
的
に
低
い
点
か
ち
、
京
官

が
左
遷

さ
れ
て
は
じ
め
て
州
刺
史

に
任
命
さ
れ
る
と
い
う
状
況
は
、

唐
代
後
半
期
に
は
是
正
さ
れ
る
方
向
に
あ

っ
た
と
み
て
よ
い
で
あ
ろ

う
。
ま

た
馬
周
は
、
か
つ
て
は
先
ず
牧
民
の
才
を
試
し
て
か
ら
宰
相

に
任
命

し
た
の
だ
が
、
今
は
異
な
る
と
唆
か
し
た
状
況
が
、
中
書
舎

人
か
ら
州
刺
史
を
経
て
中
央

へ
戻
る
者
が
前
半
期
よ
り
後
半
期

の
方

が
多
く
、
そ
の
中
宰
相
と
な
る
者
が
前
半
期
よ
り
後
半
期
の
方
が
多

い
点
か
ら
み
て
、
後
半
期
に
は
前
半
期
に
比
べ
て
州
刺
史
か
ら
宰
相

へ
昇
る
可
能
性
が
開
け
た
と
考
え
ら
れ
る
。
前
に
我
々
は
七
二
〇
年

(開
元
8
)
・
七
二
四
年
(開
元
12
)
・
七
六
六
年
(永
泰
2
)
に
各
々
詔

勅
を
下

し
て
京
官
と
州
刺
史
と
の
間

に
遷
転
径
路
を
樹
て
る
の
に
努

め
た
の
を
み
た
が
、
以
上
の
考
察
か
ら
唐
代
後
半
期
に
そ
の
径
路
が

前
半
期

よ
り
機
能
し
た
こ
と
を
確
認
で
き
た
。
換
言
す
る
と
、
唐
代

後
半
期

に
は
前
半
期
に
比

べ
て
、
朝
廷
が
州
刺
史

の
人
事
を
重
視
す

る
よ
う

に
な

っ
た
。

さ
て
、
こ
れ
ま
で
京
官
と
州
刺
史
と
の
遷
転
関
係
を
分
析
し
て
き

た
が
、
京
官
が
州
刺
史
に
任
命
さ
れ
て
赴

い
た
地
方

に
つ
い
て
は
全

く
言
及
し
て
こ
な
か
っ
た
。
地
方
に
目
を
向
け
る
と
、
ど
の
よ
う
な

国
家
に
お
い
て
も
、
国
家
に
と
り
各
地
方
の
重
要
度
が
異
な
る
。
例

え
ば
、
政
治
の
中
心
、
経
済
の
中
心
、
そ
こ
か
ら
近
い
所
と
遠
い
所

と
で
は
、
重
要
度
が
違
う
の
は
避
け
ら
れ
な
い
。
そ
れ
に
伴
な
い
、

重
要
な
地
方
と
そ
う
で
な
い
地
方
と
の
間

に
、
配
置
す
る
人
材
に
差

が
生
じ
る
も
の
と
予
想
さ
れ
る
。
ポ
ス
ト
は
そ
れ
に
充
て
ら
れ
る
人

材

の
好
悪
を
判
断
す
る
目
安
と
な
り
得
よ
う
。
恐
ら
く
は
重
要
な
ポ

ス
ト
に
は
優
れ
た
人
材
を
充
て
た
で
あ
ろ
う
。
重
要
な
京
官
か
ら
重

要
な
地
方

へ
州
刺
史
と
し
て
転
出
し
た
も

の
と
想
像
さ
れ
る
。
そ
こ

で
、
次
に
京
官
の
ど
の
官
か
ら
ど
の
地
方

の
州
刺
史

に
派
遣
さ
れ
た

か
、
検
討
す
る
こ
と
と
す
る
。

第
三
章

京
官
か
ら
の
赴
任
地

第
1
節

十
五
道
の
州
構
成
i
州

の
等
級
制

京
師
か
ら
派
遣
さ
れ
た
州
刺
史

の
任
地

を
考
察
す
る
前
に
、
先
ず

は
各
地
方
の
重
要
度
を
知
る
た
め
に
、
唐
代

に
お
け
る
州
の
設
置
状

況
を
、
最
初
に
傭
瞼
し
よ
う
。
唐
代
に
は
六
二
七
年
(貞
観
元
)
に
関

内

・
河
南

・
河
東

・
河
北

・
山
南

・
剣
南

・
嶺
南
の

一
〇
道
の
監
察

区
域
が
設
定
さ
れ
、
七
三
三
年
(開
元
21
)
に
は
山
南
道
と
江
南
道
を

各
々
東
道
と
西
道
に
分
け
、
贈
中
道

・
京
畿
道

・
都
畿
道
を
新
た
に

置
い
て
十
五
道
に
増
や
し
た
。
州
県
数
は
、

六
三
九
年
(貞
観
13
)
に

は
州
府
三
五
八
、
県

一
五
五

一
、
翌
年
に
高
昌
を
滅
ぼ
し
て
こ
れ
を

併

わ
せ
、
州
府
三
六
〇
、
県

一
五
五
七

と

な
り
、
七
四
〇
年
(開
元
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28
)
に
は
郡
府
三
二
八
、
県

一
五
七
三
と
な
っ
た

(『
旧
』
三
八
地
理

志

一
序
、
『新
』
三
七
地
理
志

一
序
)
。

唐
代

に
は
こ
の
よ
う
な
監
察
区
域
が
置
か
れ
る
と
と
も
に
、
各
州

が
格
付

け
を
さ
れ
た
が
、
長
安
周
辺
の
同

・
華

・
岐

・
蒲
四
州
を
四

輔
、
鄭

・
陳

・
沐

・
緯

・
懐

・
魏
六
州
を
六
雄
、
宋

・
毫

・
滑

・
許

・
汝

・
晋

・
洛

・
號

・
衛

・
相
十
州
を
十
望
と
定
め
、
残
り
の
州
を

緊

・
上

・
中

・
下
の
四
ラ
ン
ク
に
分
類
し
た

(『
通
典
』
三
三
職
官
典

一
五
郡

太
守
)
。
州
の
上

・
中

・
下
の
三
等
級
は
、
武
徳
令

・
永
徽
令

・
顕
慶
令

・
開
元
令
に
よ
り
、
管
轄
下
の
戸
数
を
基
準

に
定
め
た
。

武
徳
令

で
は
三
万
戸
以
上
の
州
を
上
州
と
し
、
永
徽
令
で
は
二
万
戸

以
上

の
州
を

上
州

と
し
た
。
六
五
六
年
(顕
慶
元
)
に
は
三
万
戸

以

上
の
州

を
上
州
、
二
万
戸
以
上
の
州
を
中
州
と
定
め
た
。
七
三
〇
年

(開
元

18
)
に
は
四
万
戸
以
上
を
上
州
、
二
万
五
千
戸
を
中
州
、
二
万

戸
未
満

を
下
州
と
し
、
六
雄

・
十
望

二
ご
輔
と
畿
内

の
州
を
上
州
と

同

一
視

し
、
辺
境
の
三
万
戸
以
上
の
州
を
上
州
、
二
万
戸
以
上
の
州

を
中
州

と
す
る
と
勅
し
た

(『唐
会
要
』
七
〇
量
戸
口
定
州
県
等

第

例
)
。
州

の
等
級
分
け
は
、
唐
朝
に
と

っ
て
の
当
該
地
方
の
重
要
度
を

表
わ
す
指
標
で
あ
り
、
等
級
が
上
が
る
に
つ
れ
、
国
家
に
と
り
当
該

州

の
重
要
度
が
増
す
。
し
た
が
っ
て
大
ま
か
に
言
う
と
、

一
道
内
に

上
州
の
数
が
多
サ
れ
ば
多

い
ほ
ど
、
当
該
道
の
重
要
度
は
益
々
高
い

と
見
な
す
こ
と
が
で
き
る
。
そ
こ
で
各
道

の
重
要
度
を
大
掴
み
な
が

ら
も
把
捉
す
る
た
め
に
、
各
道
毎
に
等
級
別
に
州
の
分
布
状
況
を

一

瞥
す
る
。

さ
て
、
輔

・
雄

・
望

・
緊
に
格
付
け
ら
れ
た
州
を
上
州
に
数
え
た

上
で
、
『新
』
三
八
～

四
三
上
地
理
志

一
～

六
上
に
示
さ
れ
て
あ
る

等
級
に
基
づ
き
整
理
す
る
と
、
上
州
が

一
二
六
、
中
州
が

一
四
、
下

州
が

=
二
七
で
あ
り
、
中
州
が
極
端

に
少

な
い
。
各
道
毎
に
等
級
別

に
州
の
絶
対
数
を
み
る
と
、
上
州
に
限

っ
て
言
え
ば
、
最
も
多
い
の

が
河
南
道
(二
三
州
)
・
河
北
道
(二

一
州
)
・
江
南
東
道
(
一
四
州
)
・

江
南
西
道
(
=
二
州
)
で
あ
り
、

一
方
州
の
数
が
最
も
多

い
嶺
南
道
は

上
州
が
な
く
、
下
州

が
大
部
分
を
占
め
る
。
嶺
南
道

と
は
対
称
的

に
、
河
北
道

・
河
南
道

・
江
南
東
道

・
江
南
西
道
に
上
州
が
最
も
多

く
集
ま

っ
て
い
る
点
か
ら
、
こ
の
四
道
が
唐
朝
に
と
り
重
要
地
点
で

あ

っ
た
こ
と
が
窺
え
る
。
上
州
の
絶
対
数
が
最
も
多

い
の
は
上
述
の

四
道
で
あ
る
が
、

一
道
内
の
州
の
総
数
に
占
め
る
上
州
の
比
率
を
み

る
と
、
こ
の
四
道
に
加
え
て
、
す
べ
て
の
所
属
州
が
上
州
と
み
な
さ

れ
る
長
安
周
囲
の
京
畿
道
と
洛
陽
近
辺
の
都
畿
道
が
最
高
の
数
値
を

示
し
て
い
る
。
両
道
と
も
首
都
の
周
囲
で
あ
る
が
故
に
、
こ
れ
は
当

然
で
あ
ろ
う
。
更
に
以
上
の
六
道
以
外
の
地
方
の
重
要
地
点
に
は
、

例
え
ば
河
東
道
の
蒲
州
(河
中
府
)
・
井
州

(太
原
府
)
、
山
南
東
道
の
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荊
州

(江
陵
府
)
、
山
南
西
道
の
梁
州
(興
元
府
)
、
剣
南
道
の
益
州
(成

都
府

)
に
は
各
々
府
が
置
か
れ
た
。
以
上

述
べ
て
き
た

上
州

・
府

の

分
布
状

況
を
踏
ま
え
つ
つ
、
次
に
京
官
か
ら
州
刺
史
と
し
て
赴
い
た

先
を

み
て
み
よ
う
。

第

2
節

京
官
か
ら
の
赴
任
地

前
章

に
お
い
て
、
私
は
唐
前
半
期
よ
り
後
半
期
の
方
が
州
刺
史

へ

遷
る
の
が
多
か
っ
た
こ
と
を
確
め
た
尚
書
左
右
僕
射

・
六
部
尚
書

・

尚
書
左
右
丞

・
六
部
侍
郎

・
郎
中

・
員
外
郎

・
中
書
舎
人

・
給
事
中

は
、

い
ず
れ
も
唐
朝
官
僚
機
構
の
重
要
な
官
で
あ
る
。

こ
こ
で
も
前

章
同
様
、
こ
れ
ら
の
官
に
焦
点
を
絞
り
、
ど
の
地
方
の
州
刺
史
に
赴

任
す
る
か
、
検
討
し
て
み
よ
う
。
尚
、
行
論
の
都
合
上
、
尚
書
左
右

僕
射
は
後
で
み
る
こ
と
と
し
、
六
部
尚
書
か
ら
考
察
す
る
こ
と
と
す

る
。六

部
尚
書
か
ら
州
刺
史
と
し
て
赴
い
た
地
方
を
、
前
と
同
様
に
唐

代
前
半
期
と
後
半
期
に
分
け
て
道
毎
に
赴
任
者
の
人
数
に
よ
り
整
理

す
る
と
、
前
半
期
は
京
畿
道
四
(以
下
数
字
は
赴
任
者
数
)
、
准
南
道

三
、
山
南
東
道

・
剣
南
道
各
二
、
都
畿
道

・
河
東
道

・
河
北
道

・
朧

右
道
各

一
で
あ
り
、
九
道
に
亙
る
(1
表
参
照
)。
六
部
尚
書
か
ら
州

刺
史

へ
赴
い
た
者
の
総
数
全
体
に
占
め
る
比
率
か
ら
み
る
と
、
京
畿

道
が
二
六

・
七
%
で
最
も
多

い
が
、
絶
対
数
か
ら
み
る
と
九
道

へ
の

赴
任
者
数
の
差
が
少
な
く
特
定
の
道
に
偏

っ
て
い
る
と
は
言
え
な

い
。
六
部
尚
書
か
ら
赴
い
た
地
方
を
州
毎

に
み
て
も
同
様
で
、
最
も

多
い
州
で
揚
州
の
三
で
あ
る
。
唐
後
半
期

に
は
、
六
部
尚
書
か
ら
州

刺
史

へ
赴
任
し
た
者
が
前
半
期
の

一
五
人

か
ら
八
七
人

へ
と
大
幅
に

増
加
し
、
赴
任
先
も
先

の
九
道
に
山
南
西
道

・
江
南
東
道

・
江
南
西

道

の
三
道
が
加
わ
り
、

一
二
道
に
広
が
る

一
方
、
特
定
の
道
に
偏
る

傾
向
も
認
め
ら
れ
る
。
六
部
尚
書
か
ら
州
刺
史
と
し
て
赴
任
し
た
道

を
み
る
と
、
六
部
尚
書
か
ら
の
赴
任
者
数
全
体
に
占
め
る
各
道
の
比

率
は
前
半
期
に
比
べ
て
低
い
道
ば
か
り
で
あ
る
が
、
絶
対
数
か
ら
み

て
京
畿
道

・
河
東
道
各

一
三

(各

一
四

・
九
%
、
上
記
の
比
率
、
以

下
同
じ
)
、
都
畿
道

・
山
南
東
道
各

一
〇

(各

一
一
・
五
%
)
、
剣
南

道
八
(九

・
二
%
)
で
あ
り
、
前
半
期
よ
り

六
部
尚
書
か
ら
赴
任
し
た

者
の
数
が
多
く
な

っ
て
い
る
道
が
み
ら
れ
る
。
以
上
の
五
道
中
、
赴

任
し
た
州
を
み
る
と
、
京
畿
道
の
岐
州
五
、
華
州
四
、
都
畿
道
の
河

南
府

(洛
陽
)
九
、
河
東
道
の
蒲
州
六
、
井
州
四
、
山
南
東
道
の
裏

州
七
、
剣
南
道
の
益
州
五
な
ど
、
多
く
赴
任
し
て
い
る
州
が
み
ら
れ

る
。
以
上
の
五
道
以
外
に
も
、
山
南
西
道

の
梁
州
七
、
准
南
道
の
揚

州
五
、
嶺
南
道
の
広
州
五
が
、
六
部
尚
書

か
ら
州
刺
史
と
し
て
多
く

赴

い
た
州
で
あ
る
。
以
上
、
六
部
尚
書
か
ら
の
赴
任
者
の
多

い
州
を

改
め
て
整
理

す
る
と
、
①
両
京
周
辺

(華
州

・
岐
州

・
河
南
府

・
蒲
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州
)
、
②
漢
水
流
域
(裏
州

・
梁
州
)、
③
①
②
以
外
の
要
地

(井
州

・

揚
州

・
益
州

・
広
州
)
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
以
上
の
州
の
等
級

は
、
す

べ
て
上
州
以
上
で
あ
り
、
多
く
赴
い
た
州
は
い
ず
れ
も
要
地

で
あ
る
。

六
部
尚
書
か
ら
州
刺
史
を
兼
ね
て
使
職
に
遷
る
場
合
は
、
唐
前
半

期
は
全
く
な
く
、
後
半
期
は
州
刺
史

に
赴
任
す
る
者
の
八
七

・
四
%

に
も
昇

る
。
使
職
と
し
て
赴
任
す
る
場
合
、
先

に
考
察
し
た
州
刺
史

と
し
て
赴
く
任
地
と
ほ
ぼ
同
じ
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

尚
書
左
右
丞
か
ら
州
刺
史
に
任
命
派
遣
さ
れ
た
地
方
は
、
尚
書
左

丞
の
場
合
、
道
毎
に
赴
任
者
数
を
掲
げ
る
と
、
唐
代
前
半
期
は
河
東

道

・
河
北
道
各
二
、
京
畿
道

・
都
畿
道

・
剣
南
道
各

一
の
五
道
で
、

特
定

の
道
に
集
中
し
て
は
い
な
い
。
後
半
期
に
な
る
と
、
前
半
期
に

み
ら
れ
た
河
北
道
が
な
く
な
り
、
河
北
道
以
外

の
上
記
の
四
道
に
関

内
道

・
河
南
道

・
山
南
東
道

・
山
南
西
道

・
准
南
道

・
江
南
東
道

・

江
南
西
道
の
七
道
が
加
わ

っ
た
。
こ
の
中
赴
任
者
数

の
多

い
道
は
、

尚
書
左
丞
か
ら
州
刺
史
に
赴

い
た
者
の
総
数
に
占
め
る
比
率
と
と
も

に
掲
げ
る
と
、
都
畿
道
五
(二
〇
%
)
、
江
南
西
道
四
(
一
六
%
)
、
京

畿
道
三

(
=

一%
)
で
あ
り
、
他
の
七
道
は
二
(八
%
)
ま
た
は

一
(四

%
)
で
、
都
畿
道

へ
の
赴
任
者
が

や
や
多

い
程
度
で
、
他
の
道
と
の

間
に
絶

対
数

に
お
い
て
も
比
率

に
お
い
て
も
大
き
な
差
は
な
い
と
み

な
し
て
よ
か
ろ
う
。
赴
任
者
数
を
州
毎
に
多

い
順
に
み
る
と
、
河
南

府
三
、
華
州

・
鄭

州

・
陳
州

・
裏

州

・
梁
州

・
郷
州

各
二
、
同
州

・
褒
州

・
鄙
州

・
蒲
州

・
揚
州

・
潤
州

・
蘇
州

・
宣
州

・
潭
州

・
梓

州
各

一
で
、
梓
州
を
除
い
て
す
べ
て
上
州
以
上
で
あ
り
、
い
ず
れ
も

重
要
な
地
点

で
あ
る
が
、
特
定

の
州
に
偏

っ
て
は
い
な
い
。

一
方
、
尚
書
右
丞
か
ら
州
刺
史
に
出
た
者
の
赴
任
地
を
道
毎
に
み

る
と
、
唐
前
半
期
は
京
畿
道

・
河
南
道
各

二
、
関
内
道

・
剣
南
道
各

一
で
、
四
道
中
特
定

の
道
に
固
ま

っ
て
は

い
な
い
。
後
半
期
は
、
前

半
期
に
赴
任
先

で
あ

っ
た
剣
南
道
を
除

い
た
三
道
に
、
都
畿
道

・
河

東
道

・
山
南
東
道

・
准
南
道

・
江
南
西
道

の
五
道
が
加
わ
っ
た
が
、

京
畿
道
が
五

(ゴ
ニ

・
三
%
)
で
最
も
多

く
、
絶
対
数
が
他
の
道
よ

り
や
や
あ
る
だ
け
で
、
特
定
の
道
に
著
し
く
集
中
し
た
と
は
言
え
な

い
。
尚
書
右
丞
か
ら
赴
任
し
た
州
を
多

い
順
か
ら
並

べ
る
と
、
京
兆

府

・
陳
州
各
三
、
蒲
州
二
、
同
州

・
華
州

・
浬
州

・
滑
州

・
荊
州

・

鳳
州

・
揚
州

・
洪
州
各

一
で
あ
り
、
す
べ
て
上
州
以
上
で
重
要
地
点

で
は
あ
る
が
、
特
定

の
州
に
集
ま

っ
て
い
な
い
。

以
上
考
察
し
た
如
く
、
尚
書
左
右
丞
か
ら
特
定
の
道
や
州
に
集
中

的
に
州
刺
史
と
し
て
赴
任
し
た
と
は
認
め
ら
れ
な
い
が
、
左
右
丞
か

ら
赴
任
し
た
州
を
併
わ
せ
て
改
め
て
道
と
は
別
な
地
域
の
枠
組
で
整

理

す
る
と
、
①
両
京
周
辺

(京
兆
府

・
華

州

・
同
州

・
河
南
府

・
陳
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州

・
蒲
州
)
、
②
漢
水
流
域

(嚢
州

・
荊
州

・
梁
州
)、
③
江
南

(潤
州

・
蘇
州

・
宣
州

・
都
州

・
潭
州

・
洪
州
)、
④
①
②
③

以
外

の
重
要

地
点
(
浬
州

・
鄭
州

・
滑
州

・
褒
州

・
郵
州

・
揚
州

・
梓
州
)
、
⑤
そ

の
他
(
鳳
州
)
と
な
り
、
左
右
丞
両
方
か
ら
州
刺
史
と
し
て
赴
任
し
た

者
四

一
人
の
中
、

一
九
人
(四
六

・
三
%
)
が
①
両
京
周
辺
に
集
ま

っ

て
お
り
、
両
京
周
辺
に
派
遣
さ
れ
る
傾
向
が
強
か

っ
た
と
言
え
る
。

尚
書
左
右
丞
か
ら
使
職
に
任
ぜ
ら
れ
た
者
は
、
唐
代
前
半
期
は
各

々

一
と
○
で
ほ
と
ん
ど
な
く
、
唐
代
後
半
期

に
は
各
々
二
五
と

一
六

に
大
幅

に
増
え
て
、
京
畿
道
の
京
兆
府

・
同
州

・
華
州
、
山
南
東
道

の
鳳
州

へ
赴
く
場
合
以
外
、
す

べ
て
使
職
の
節
度
使
と
し
て
州
刺
史

を
兼
務
し
て
お
り
、
し
た
が

っ
て
節
度
使
と
し
て
の
任
地

の
分
布
は

州
刺
史

の
そ
れ
と
ほ
と
ん
ど
同
じ
で
あ
る
。

六
部
侍
郎
か
ら
州
刺
史

へ
遷

っ
た
者
は
、
唐
代
前
半
期
は
京
畿
道

九
、
河
東
道
四
、
都
畿
道

・
河
南
道

・
河
北
道
各
三
、
関
内
道

・
剣

南
道
各

二
、
山
南
東
道

・
朧
右
道
各

一
で
、
九
道
に
分
布
し
、
京
畿

道
に
三

二

・
一
%
集
ま
り
京
畿
道
に
や
や
集
ま
る
傾
向
を
示
し
て
い

る
。
唐

代
後
半
期
の
赴
任
地
は
前
半
期
に
あ

っ
た
河
北
道
が
消
え
、

代
わ

っ
て
山
南
西
道
・
江
南
西
道
・
准
南
道
・
嶺
南
道
の
四
道
が
加
わ

り
、
合

計

一
四
道
に
広
が
る

一
方
、
京
畿
道
三
六
(三
〇

二
二
%
)、

都
畿
道

二
三
(
一
九

・
三
%
)
、
江
南
西
道

一
三
(
一
〇

・
九
%
)
の
三

道

に
集
中
す
る
傾
向
が
み
ら
れ
た
。
更
に
以
上
の
三
道
の
中
を
み
る

と
、
六
部
尚
書
同
様
に
赴
任
者
が
特
定
の
道
に
集
ま

っ
た
の
が
認
め

ら
れ
る
。
そ
れ
は
、
京
畿
道
の
京
兆
府
二

一
・
同
州

・
華
州
各
六
、
都

畿
道
の
河
南
府

一
六

・
陳
州
七
、
江
南
西
道
の
郭
州
五

・
宣
州
四
で

あ
り
、
特

に
京
兆
府

・
河
南
府

へ
の
赴
任
者
が
群
を
抜
い
て
多

い
。

以
上
の
三
道
以
外
の
道
に
も
、
山
南
東
道

の
嚢
州
五
、
江
南
東
道
の

越
州
四
、
剣
南
道
の
梓
州
七
、
嶺
南
道
の
広
州
四
が
、
六
部
侍
郎
か

ら
赴
任
し
た
者
が
多

い
州
に
数
え
ら
れ
る
。

六
部
侍
郎
か
ら
州
刺
史

へ
多
く
赴
任
し
た
州
を
整
理
す
る
と
、
①

両
京
周
辺
(京
兆
府

・
華
州

・
同
州

・
河
南

府

・
陳
州
)
、
②
漢
水
流

域
(嚢
州
)
、
③
江
南
(越
州

・
都
州

・
宣
州
)
、
④
①
②
③
以
外

の
要

地
(梓
州

・
広
州
)
で
あ
り
、
と
り
わ
け
て
も
両
京
周
辺

へ
の
集
中
度

が
極
め
て
高
く
五
〇
%
に
上
る
。
尚
、
六
部
侍
郎
か
ら
赴
い
た
州
の

ほ
と
ん
ど
は
上
州
以
上
の
州
で
あ
る
。

六
部
侍
郎
が
使
職
を
帯
び
て
赴
く
場
合
は
、
唐
前
半
期

に
は
僅
か

四
に
過
ぎ
な
か

っ
た
が
、
後
半
期
に
は
八
七
(七
三
%
)
に
増
え
、
前

に
検
討
し
た
州
刺
史
の
任
地
と
多
く
重
な

る
。

郎
中
(左
右
司
郎
中

・
六
部
郎
中
)
か
ら
州
刺
史
と
し
て
赴
い
た
道

は
、
山
南
東
道
五
、
関
内
道

・
河
南
道

・
江
南
東
道
各
二
、
江
南
西

道

・
嶺
南
道
各

一
の
六
道
で
あ
り
、
山
南

東
道
が
最
も
絶
対
数
が
多
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い
け
れ
ど
も
、
そ
の
絶
対
数
自
体
さ
ほ
ど
多

い
数
と
は
言
え
ず
、
特

定
の
道

に
偏

っ
て
い
る
と
は
み
な
せ
な
い
。
唐
代
後
半
期
は
、
前
半

期

の
六
道
に
都
畿
道

・
河
東
道

・
山
南
西
道

・
准
南
道

・
剣
南
道
の

五
道
が
加
わ

っ
た
。
こ
の
中
赴
任
者
が
最
も
多

い
道
は
、
江
南
東
道

三
四
(
四
五

・
三
%
)、
河
東
道
九
(
一
二
%
)、
江
南
西
道
八
(
一
〇
・

七
%
)
で
あ
り
、
江
南
東
道
だ
け
で
五
〇
%
に
迫
ろ
う
と
し
て
お
り
、

江
南
東
西
両
道
を
併
わ
せ
て
江
南
全
体
で
六
〇
%
近
く
を
占
め
て
い

る
点
は
、
こ
れ
ま
で
考
察
し
た
六
部
尚
書

・
六
部
侍
郎
と
は
異
な
る

]
大
特
色
で
あ
る
。
以
上
の
三
道
の
中
を
み
る
と
、
赴
任
者
が
集
中

し
た
州

は
江
南
西
道
内
に
は
み
ら
れ
な
か

っ
た
が
、
江
南
東
道
の
湖

州

一
五

・
睦
州
九

・
蘇
州
四
、
河
東
道

の
號
州
五
が
多

い
。
郎
中
か

ら
州
刺
史

へ
赴
任
し
た
者
が
多
い
地
方
を
改
め
て
整
理
す
る
と
、
①

両
京
周
辺
(號
州
)、
②
江
南
(湖
州

・
睦
州

・
蘇
州
)
で
あ
り
、
総
体

的
に
み
る
と
江
南

へ
配
置
さ
れ
る
傾
向
が
強

い
。

郎
中

か
ら
赴
任

し
た
州

の
等
級
は
、
唐
代
前
半
期

は
上
州
以
上

=

、
中
州
○
、
下
州
三
で
あ
り
、
後
半
期
は
上
州
以
上
六
三
、
中

州
八
、
下
州
四
で
あ
り
、
江
南
西
道

の
中
州

・
下
州

へ
比
較
的
多
く

赴
任
し
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
考
察
し
た
尚
書

・
侍
郎
の
中
州

・
下
州

に
赴
任

し
た
数
よ
り
多
い
点
が
特
色
で
あ
る
。
郎
中
か
ら
使
職
と
し

て
地
方

へ
出
た
例
は
極
め
て
少
な
く
、
そ
の
任
地
は
唐
代
前
半
期
が

青
州

一
、
後
半
期
が
容
州
二
、
鄙
州

・
宣
州
各

一
が
認
め
ら
れ
る
の

み
で
、
使
職
と
し
て
赴
い
た
地
方
の
傾
向

は
言
え
な
い
。

中
書
舎
人
か
ら
州
刺
史
と
し
て
赴
任
し
た
道
は
、
唐
代
前
半
期
が

河
南
道
二
、
都
畿
道

・
朧
右
道

・
江
南
西
道
各

一
の
四
道
で
、
四
道
中

特
定
の
道
に
偏
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
後
半
期
は
河
南
道
と
朧
右
道

は
消
え
た
が
、
代
わ

っ
て
京
畿
道

・
河
東
道

・
江
南
東
道

・
嶺
南
道

が
加
わ
り
、
六
道
に
増
え
た
。
道
毎
に
赴
任
者
を
み
る
と
、
絶
対
数

か
ら
言

っ
て
、
こ
れ
ま
で
考
察
し
て
き
た
六
部
尚
書

・
六
部
侍
郎

・

郎
中

・
員
外
郎
が
赴
い
た
数
に
は
及
ば
な

い
が
、
そ
れ
で
も
な
お
京

畿
道
九

(三
〇
%
)、
都
畿
道
七

(
二
三

・
三
%
)
、
江
南
西
道
六

(二

〇
%
)、
江
南
東
道
五

(
一
六

・
七
%
)
、
河
東
道
三

(
一
〇
%
)
の
如

く
、
京
畿
道
に
赴
任
者
が
や
や
集
中
し
た
。
こ
の
四
道
内
を
更
に
み

る
と
、
赴
任
者
が
比
較
的
多
い
州
は
、
京
畿
道
の
華
州
七
、
都
畿
道

の
河
南
府
四
、
江
南
東
道
の
越
州
三
、
江
南
西
道
の
洪
州

・
潭
州
各

三
で
あ
り
、
河
東
道
に
は
多
い
州
が
み
ら
れ
な
い
。
こ
れ
ら
の
州
を

整
理

す
る
と
、
①
両
京
周
辺

(華
州

・
河
南
府
)
、
②
江
南

(越
州

・

洪
州

・
潭
州
)
に
分
け
ら
れ
、
こ
の
両
地
域

へ
派
遣

さ
れ
る
比
率
は

各
々
五
二

二
二
%
と
三
六

・
七
%
で
、
①

の
比
率
が
高
い
が
、
②
の

比
率
も
決
し
て
低
い
数
値
で
は
な
い
。

中
書
舎
人
か
ら
州
刺
史
と
し
て
赴
任
し
た
州
の
等
級
は
、
前
半
期
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に
は
上
州
以
上
三
、
中
州
二
、
下
州
○
で
、
後
半
期
は
上
州
以
上
二

六
、
中

州
五
、
下
州
○
で
あ
り
、
後
期
の
方
が
中
州
が
増
え
て
い
る
。

ま
た
下
州

へ
の
赴
任
者
が
な
い
点
、
郎
中

・
員
外
郎
と
異
な
る
。
尚

書

・
侍
郎
に
比

べ
て
、
中
州
以
下

の
州
数
が
多

い
が
、
郎
中

・
員
外

郎
よ
り
少
な
い
点
が
特
徴
で
あ
る
。

中
書
舎
人
か
ら
使
職
と
し
て
出
た
者
は
、
前
半
期
は
○
で
、
後
半

期
は

=
二
に
増
え
た
が
、
そ
の
任
地
を
道
別
に
み
る
と
、
江
南
西
道

六
、
江
南
東
道
四
、
河
東
道
二
、
都
畿
道

一
で
江
南
に
多
く
派
遣
さ

れ
た
。
内
訳
は
、
洪
州

・
潭
州
各
三
、
越
州

・
福
州
各
二
、
潴
州

.

井
州

・
陳
州
各

一
で
あ
る
。

給
事
中
か
ら
州
刺
史
と
し
て
赴
任
し
た
道
は
、
前
半
期
が
河
南
道

三
、
河
東
道

・
山
南
東
道

・
准
南
道

・
江
南
東
道
各

一
の
五
道
で
、

河
南
道
が
最
も
多

い
が
、
絶
対
数

か
ら
み
て
特
定
の
道
に
偏

っ
て

い
た
と
は
み
な
せ
な
い
。
後
半
期
に
赴
任
し
た
道
は
、
京
畿
道

一
六

(三
七

・
二
%
)
、
都
畿
道

=
二
(三
〇

・
二
%
)
、
江
南
東
道

七

(
一

六

・
三
%
)
の
三
道

が

最
も
多

い
。
三
道
内
の
州
を
み
る
と
、
江
南

東
道
は
特
定
の
州
に
集
ま
ら
な
か

っ
た
け
れ
ど
も
、
給
事
中
か
ら
の

赴
任
者
が
多
い
州
は
京
畿
道
の
華
州
七

・
京
兆
府
六
、
都
畿
道

の
河

南
府
六

・
陳
州
五
で
あ
る
。
給
事
中
か
ら
多
く
赴

い
た
地
域
を
整
理

す
る
と
、
①
両
京
周
辺
(京
兆
府

・
華
州

・
河
南
府

・
陳
州
)
、
②
江

南
で
あ
り
、
①
で
七
〇
%
近
く
に
達
し
、
②
が
若
干
を
占
め
る
に
過

ぎ
な
い
。

赴
任
し
た
州
の
等
級
は
、
唐
前
半
期
上
州
以
上
七
、
中
州

・
下
州

各
○
で
、
後
半
期
は
上
州
以
上
三
六
、
中
州
五
、
下
州
○
で
、
中
州

が
増
え
た
の
が
認
め
ら
れ
る
が
、
下
州
が
○

で
あ
る
点
は
中
書
舎
人

と
共
通
で
、
中
州
以
下
の
州
の
数
が
尚
書

・
侍
郎
に
比
べ
て
多

い
け

れ
ど
も
、
郎
中

・
員
外
郎
よ
り
は
少
な
い
。

給
事
中
か
ら
使
職
に
任
ぜ
ら
れ
た
者
は

前
半
期
に
は
○
で
あ
る

が
、
後
半
期
は

=
二
に
増
加
し
、
最
も
多
く
赴
任
し
た
道
は
都
畿
道

五
で
、
こ
れ
は
す
べ
て
陳
州
で
あ
る
。

こ
こ
で
、
以
上
考
察
し
た
六
部
尚
書

・
尚
書
左
右
丞

・
六
部
侍
郎

・
郎
中

・
員
外
郎

・
中
書
舎
人

・
給
事
中
か
ら
州
刺
史
と
し
て
多
く

赴
任
し
た
地
方
を
、
比
較
整
理
す
る
こ
と
と
す
る
。
以
上
の
い
ず
れ

の
官
か
ら
も
州
刺
史
と
し
て
赴
任
す
る
場
合
、
唐
代
前
半
期
に
は
特

定
の
地
方
に
偏

る
こ
と
は
な
か

っ
た
け
れ
ど
も
、
後
半
期
に
は
赴
任

地
に

一
定
の
傾
向
が
現
わ
れ
た
。
そ
れ
を
単
純
化
し
て
言
う
と
、
尚

書
左
右
丞

・
六
部
侍
郎

・
給
事
中
は
両
京
周
辺

へ
赴
く
傾
向
が
強
か

っ
た
の
に
対
し
て
、
郎
中

・
員
外
郎
か
ら

は
江
南
地
方

へ
派
遣
さ
れ

る
割
合
が
高
く
、
中
書
舎
人
か
ら
は
両
京
周
辺
と
江
南

へ
配
さ
れ
る

比
率

が
高

か

っ
た
。
京
畿
道
と
都
畿
道
を

中
核
と
す
る
両
京
周
辺
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も
、
江
南
東
道
と
江
南
西
道
か
ら
成
る
江
南
も
、
前
節
で
確
め
た
如

く
上
州

の
多
い
地
域
で
あ
り
、
周
知
の
通
り
前
者
は
政
治
上
、
後
者

は
経
済
上
、
各
々
唐
朝
に
と
り
最
重
要
地
域
で
あ
る
。
唐
朝
は
、
後

半
期

に
六
部
尚
書

・
六
部
侍
郎

・
給
事
中
か
ら
両
京
周
辺
の
州
刺
史

に
派
遣
し
、
郎
中

・
員
外
郎
か
ら
江
南
の
牧
民
官
を
任
命
す
る
こ
と

に
よ
り

、唐
朝
官
僚
機
構
の
枢
要
な
ポ

ス
ト
を
占
め
る
優
れ
た
人
材

を
唐
朝

の
二
つ
の
最
重
要
地
域
に
配
分
し
た
の
で
あ
る
。

因
み
に
郎
中

・
員
外
郎
か
ら
中
州

・
下
州
の
刺
史

へ
出
る
傾
向
が

六
部
尚
書

・
尚
書
左
右
丞

・
六
部
侍
郎

・
中
書
舎
人

・
給
事
中
よ
り

強
い
の
は
、
前
章
で
み
た
七
六
六
年
(永
泰
2
)
の
詔
勅
の
反
映
で
あ

ろ
う
。
次
に
、
こ
れ
ま
で
残
し
て
お
い
た
尚
書
左
右
僕
射
か
ら
州
刺

史
と
し
て
赴
い
て
い
っ
た
任
地
を
考
察
し
よ
う
。

尚
書
左
右
僕
射
か
ら
州
刺
史
と
し
て
赴
い
て
い
っ
た
道
は
、
左
僕

射

の

場
合
、
前
半
期

が

河
南
道

一
の
み
で
、
後
半
期

は
山
南
西
道

四
、
剣
南
道
三
、
河
南
道

・
河
東
道
各
二
、
京
畿
道

・
山
南
東
道

・

准
南
道
各

一
の
七
道

に
増
え
、
絶
対
数
の
上
で
特
定
の
道
に
偏
る
こ

と
は
な
か
っ
た
。
後
半
期

の
赴
任
地
を
州
毎
に
み
る
と
、
梁
州
四
が

最
も
多

く
絶
対
数
と
し
て
は
そ
れ
ほ
ど
高

い
数
値
で
は
な
く
、
以
下

蒲
州

・
益
州
各
二
、
岐
州

・
沐
州

・
徐
州

・
褻
州

・
揚
州

・
梓
州
各

一
で
、
梓
州
を
除
い
て
す
べ
て
上
州
以
上
で
あ
り
、
重
要
地
点
と
み

な
し
得
る
州
に
任
地
が
散

っ
て
い
る
。

一
方
、
右
僕
射
か
ら
州
刺
史

に
任
命
さ
れ
た
地
方
は
、
道
毎
に
み
る
と
、
前
半
期
は
関
内
道

一
、

後
半
期
は
山
南
東
道
五
、
河
東
道
三
、
京
畿
道

・
江
南
東
道

・
剣
南

道
各
二
、
河
南
道

一
で
あ
り
、
後
半
期
の
六
道
中
山
南
東
道

へ
の
赴

任
者
が
最
も
多
く
五
人
な
の
で
特
定
の
道

に
偏

っ
て
い
る
と
は
言
え

な
い
。
唐
代
後
半
期

の
任
地
を
州
毎
に
み
て
も
、
褻
州
三
、
蒲
州
・荊

州

・
潤
州

・
益
州
各

二
、
京
兆
府

・
岐
州

・
沐
州
各

一
で
あ
り
、
す
べ

て
上
州
以
上
の
所
ば
か
り
で
、
左
僕
射
同
様
特
定
の
州
に
集
ま
る
こ

と
な
く
、
重
要
地
点

に
少
し
ず

つ
配
置
さ
れ
た
の
が
認
め
ら
れ
る
。

左
右
僕
射
は
い
ず
れ
も
特
定
の
州
に
偏

っ
て
刺
史
に
任
ぜ
ら
れ
は
し

な
か

っ
た
が
、
任
地
を
整
理
す
る
と
、
①
両
京
周
辺

(京
兆
府

・
岐

州

・
沐
州

・
蒲
州
)
、
②
漢
水
流
域

(嚢
州

・
梁
州

・
荊
州
)
、
③
江

南
(潤
州
)
、
④
①
②
③
以
外
の
要
地
(徐
州

・
揚
州

・
益
州

・
梓
州
)

と
な
り
、
主
と
し
て
①
②
④
に
大
差
な
く
派
遣
さ
れ
た
。
使
職
と
な

っ
た
場
合
の
任
地
も
、
後
半
期
以
後
尚
書
左
右
僕
射
は
州
刺
史
と
し

て
外
に
出
る
折
り
、

一
例
を
除
い
て
節
度
使
に
任
ぜ
ら
れ
て
い
た
の

で
、
州
刺
史
の
任
地
と
同
じ
で
あ
る
。

結

語

小
論
で
は
第
二
章
に
お
い
て
、
京
官
中
、
枢
要
の
官
で
あ
る
尚
書
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省
の
左
右
僕
射

・
六
部
尚
書

・
左
右
丞

・
六
部
侍
郎

・
郎
中

.
員
外

郎
、
中
書
省
の
中
書
舎
人
、
門
下
省
の
給
事
中
か
ら
、
唐
代
後
半
期
に

州
刺
史

(あ
る
い
は
節
度
使

・
観
察
使

・
防
禦
使
な
ど
の
使
職
)
と
し

て
前
半
期
よ
り
地
方
に
配
さ
れ
る
者
の
数
が
増
え
た
こ
と
を
明
ら
か

に
し
た
。
第

一
章

に
お
い
て
、
私
は
築
山
氏
の
唐

一
代
を
通
じ
て
京

官
(内
官
)偏
重
の
風
が
存
し
て
い
た
と
い
う
説
を
紹
介
し
た
。
築
山

氏
は
天
宝
の
乱
以
来
外
官
を
重
ん
じ
た
と
い
う
趙
翼
の
論
を
否
定
さ

れ
た
が
、
議
論
の
視
点
と
な
る
べ
き
内
官
を
偏
重
し
た
と
い
う
主
体

が
は

っ
き
り
述
べ
て
お
ら
れ
な
い
の
で
、
そ
の
主
体
を
仮
り
に
唐
朝

政
府
と
仮
定
す
る
な
ら
ば
、
築
山
氏
の
見
解
の
当
否
を
全
面
的
に
検

討
す
る
た
め
に
は
、
人
事
運
営
上
、
特
に
清
要
官
に
焦
点
を
合
わ
せ

て
、
専
ら
京
官
を
経
て
外
官
に
任
命
さ
れ
な
か
っ
た
者
と
、
京
官
の

み
な
ら
ず
外
官
を
も
踏
ん
だ
者
と
の
割
合
に
時
代
に
よ
り
変
化
が
生

じ
た
か
否
か
、
考
察
す
る
必
要
が
あ
る
。
小
論
で
は
、
京
官
か
ら
外

官

へ
の
遷
転
の
多
少
を
検
討
し
た
に
過
ぎ
ず
、
唐

一
代
を
通
じ
て
内

官
偏
重

の
風
が
あ

っ
た
か
否
か
は
、
判
断
を
保
留
し
て
お
き
た
い
。

し
か
し
な
が
ら
内
官
偏
重
の
風
が
唐

一
代
を
通
じ
て
存
し
た
と
い
う

た
だ

こ
と
が
、
即
ち
に
唐

一
代
を
通
じ
て
外
官
を
軽
視
し
た
こ
と
を
意
味

す
る
な
ら
ば
、
私
の
こ
れ
ま
で
の
考
察
か
ら
み
て
修
正
を
要
す
る
と

思
う
。
唐
朝
は
、
唐
代
後
半
期
に
は
前
半
期

に
比

べ
て
外
官

の
州
刺

史
の
人
材
選
定
を
重
視
し
意
を
用
い
た
の
で
あ
る
。

次
に
先
に
掲
げ
た
京
官
か
ら
州
刺
史
と
し
て
赴
く
地
方
を
考
察

し
、
州
刺
史
に
任
命
さ
れ
る
者
が
増
え
た
唐
代
後
半
期
に
重
要
地
域

が
任
地
に
選
ば
れ
る
傾
向
の
強
か
っ
た
こ
と
が
判
明
し
た
が
、
こ
れ

も
前
半
期
に
比
べ
て
後
半
期
に
外
官
が
重
視
さ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た

証
佐
の

一
に
加
え
ら
れ
よ
う
。

小
論
で
考
察

の
対
象
と
し
た
京
官
は
文
官
で
あ
る
が
、

一
方
唐
代

に
お
い
て
馬
周
が
六
三
七
年
(貞
観
11
)
の
上
疏
で
多
い
と
述
べ
た
武

人
出
身

の
州
刺
史
も
散
見
す
る
。
小
論
で
は
こ
れ
ま
で
武
人
と
州
刺

史
と
の
遷
転
関
係
に
つ
い
て
は
全
く
論
じ
て
こ
な
か
っ
た
。
両
者
の

遷
転
関
係
を
考
察
す
る
こ
と
は
小
論
で
は
で
き
な
い
が
、
こ
こ
で
は

考
究
の
対
象
と
し
た
京
官

の
六
部
尚
書

・
六
部
侍
郎

・
中
書
舎
人

・

給
事
中
か
ら
州
刺
史

へ
赴
任
し
た
者
が
最

も
多
か

っ
た
京
畿
道
の
京

兆
府

・
華
州

・
同
州

・
岐
州
に
限

っ
て
、
そ
の
赴
任
者
を
文
人
と
武

人
と
に
分
類
整
理
し
、
両
者
の
割
合
を
算
出
す
る
こ
と
に
よ
り
、
唐

朝
の
京
畿
道
内
に
お
け
る
人
材
配
置

の
意
図
を
測
り
、
小
論
を
締
め

括
る
こ
と
と
す
る
。
尚
、
文
人
と
武
人
と
に
分
類
す
る
目
的
は
、
各

々
の
州
刺
史

へ
の
遷
転
径
路
を
閲
明
す
る
た
め
で
は
な
く
、
む
し
ろ

州
刺
史
に
赴

い
た
者
の
資
質
傾
向
を
大
ま
か
な
が
ら
も
把
捉
す
る
目

安
と
す
る
た
め
で
あ
る
。
文
人
と
武
人
と

に
分
け
る
に
当
た
り
、
私
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は
科
挙
の
合
否

・
官
歴

・
出
自
を
根
拠
と
し
た
。
極
端
な
場
合
に
は
、

州
刺
史

へ
動
く
直
前
の
前
任
官
が
不
明
で
あ

っ
て
も
文
官
畑
を
大
体

辿

っ
て
い
た
り
、
官
歴
が
詳
ら
か
で
な
く
て
も
士
大
夫

の
家

の
生
ま

れ
で
あ
れ
ば
文
人
に
数
え
た
。
武
人
に
つ
い
て
も
閲
歴
が
不
明
な
場

合

に
は
、
家
柄

・
民
族
と
い
っ
た
出
自
を
参
考
に
決
め
た
。
各
州

の

刺
史
中

に
占
め
る
文
人
と
武
人
の
割
合
を
比
較
対
照
す
る
こ
と
に
よ

り
、
唐

朝
官
僚
機
構
中
、
枢
要
な
地
位
を
与
え
ら
れ
て
い
た
文
官
た

る
六
部
尚
書

・
六
部
侍
郎

・
中
書
舎
人

・
給
事
中
か
ら
唐
代
後
半
期

に
京
畿

道
の
州
刺
史
に
多
く
選
ば
れ
た
所
以
が
浮
彫
り
に
な
る
と
期

待
さ
れ
る
。
以
下
、
京
畿
道
内

の
州
刺
史

へ
の
赴
任
者
を
宗
室

・
文

人

・
武

人

・
不
明

に
分
け
、
且
つ
科
挙
合
格
者

・
郎
官
経
験
者
の
項

目
を
立

て
、
各
項
目
該
当
者
が
各
州
刺
史
赴
任
者
全
体
に
占
め
る
割

合
を
記

し
た
W
表
を
参
照
し
つ
つ
論
を
進
め
る
。

先
ず
文
人
が
州
刺
史

に
任
命
さ
れ
た
比
率
か
ら
み
る
と
、
京
兆
府

・
同
州

・
華
州

・
岐
州

・
邪
州

の
順
で
、
上
位
三
州
は
各
々
文
人
が

各
州
刺
史
赴
任
者
全
体
の
七
五
～
八
〇
%
を
占
め
て
上
位
グ
ル
ー
。フ

を
形
成

し
、
邪
州
が
最
も
少
な
く
、
岐
州
は
上
位
三
州
と
邪
州
の
間

に
位
置
す
る
。
文
人
出
身
者
中
、
科
挙
合
格
者
が
各
州
刺
史
赴
任
者

全
体

に
占
め
る
割
合
は
、
華
州

・
京
兆
府

・
同
州

・
岐
州

・
邪
州
の

順
で
あ
り
、
上
位
三
州
の
割
合
は
各
々
三
〇
～
四
〇
%
で
あ
り
、
邪

IV表

京兆府1華 州1同 州1岐 州1邪 州1浬 州1成 都府

14.6

 

49.411.33.63.89.9

 

室宗

65.733.336.555.6.,7578.6

 

人文

29.29.312.921.032.440.237.4合 格 者

i

 

816.524.240.351.546.1

 

官郎

6.63640.023.47.28.34.1

 

人武

13.114.1 26.79.710.812.97.4

 

明不

合格者は文人中に含まれる科挙合格者

郎官は文人中に含まれる諸官経験者

数字の単位は%

 

州
が
最
低
で
、
岐
州
は
両
者
の
中
間
で
あ
る
。
ま
た
郎
官
経
験
者
の

比
率
は
、
科
挙
合
格
者
同
様
、
華
州

・
京
兆
府

・
同
州

・
岐
州

・
邪

州
の
順
で
、
上
位
三
州
が
四
〇
～
五
〇
%
く
ら
い
で
あ
り
、
最
低
が
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邪
州
で
、
両
者
の
中
間
に
属
す
る
の
が
岐
州
で
あ

っ
た
。

一
方
、
武

人
の
割
合
は
、
邪
州

・
岐
州

・
華
州

・
同
州

・
京
兆
府

の
順
で
、
文

人
の
そ
れ
と
は
順
位
が
逆
転
す
る
。
各
州
毎
に
文
人
と
武
人
の
比
率

を
み
る
と
、
京
兆
府

・
華
州

・
同
州
で
は
文
人
が
武
人
を
圧
倒
し
、

邪
州
で
は
武
人
が
文
人
を
僅
か
に
上
回
り
、
岐
州
は
前
の
三
州
と
邪

州
と
の
中
間
形
態

で
、
文
人
の
方
が

多
い
点
で
は
邪
州
と
異
な
る

が
、
か
と
言

っ
て
前
の
三
州
の
如
く
文
人
が
武
人
よ
り
圧
倒
的
に
多

い
の
で
も
な
い
。

そ
れ
で
は
京
兆
府

・
華
州

・
同
州

・
岐
州

・
邪
州
の
五
州
が
い
ず

れ
も
京
師
長
安
に
隣
接
す
る
京
畿
道
に
属
す
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

前
の
三
州
と
邪
州
と
の
間

に
、
何
故

こ
の
よ
う
に
文
人
と
武
人
の
比

率
に
相
違
が
生
じ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
京
畿
道
の
西
に
あ
る

邪
州
が
、
そ
の
東
に
位
置
す
る
京
兆
府

・
華
州

・
同
州
と
異
な
り
、

八
世
紀
半
ば
乾
元
年
間
以
後
、
安
史
の
乱
を
鎮
定
す
る
た
め
に
河
西

・
朧
右

・
朔
方
地
方
の
鎮
兵
を
内
地
に
振
り
向
け
た
結
果
、
西
北
地

方

の
警
備
が
手
薄
と
な

っ
た
の
に
乗
じ
て
、
吐
蕃
が
唐
朝
の
西
北
辺

を
侵
食

し
て
、
「鳳
翔
(岐
州
)
の
西
、
邪
州
の
北
は
尽
く
蕃
戎
の
境
」

(『旧
』
一
九
六
上
吐
蕃
伝
上
)
と
化
し
、
吐
蕃
の
侵
入
に
直
接
さ
ら

さ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
か
ら
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
『
旧
』
一
九
六

上

・
下

吐
蕃
伝
上

・
下
か
ら
吐
蕃
が
邪
州
に
入
冠
し
た
記
述
を
拾
う

と
、
七
六
三
年
(広
徳
元
)
九
月
、
七
六
四
年
(同
2
)
九
月
、
七
六
五

年
(永
泰
元
)
九
月
、
七
六
八
年
(大
暦
3
)
八
月
、
七
七
三
年
(同
8
)

十
月
、
七
八
六
年
(貞
元
2
)
八
月
、
七
八
七
年
(同
3
)
十
月
、
七
八

八
年
(同
4
)
五
月
の
8
度
が
挙
げ
ら
れ
る
。
中
で
も
七
六
三
年
の
入

窟
時

に
は
、
長
安
を
十
五
日
間
占
領
し
た
こ
と
は
、
よ
く
知
ら
れ
て

い
る
。
七
六
〇
年
(上
元
元
年
)
に
郭
子
儀
が

邪
州
刺
史

(邪
寧

・
鄭

坊
両
道
節
度
使
)
に
任
命
さ
れ
て
以
降
、
八
四
三
年
(会
昌
3
)
に
高

承
恭
が
邪
州
刺
史
(邪
寧
節
度
使
)
に
就
く
ま
で
特

に
武
人
出
身
者
が

集
中
し
て
い
る
の
は
、
吐
蕃
に
対
抗
す
る
た
め
で
あ

っ
た
に
ち
が
い

　
　
　

な
い
。
そ
れ
故
、
邪
州
刺
史
は
京
兆
府

・
華
州

・
同
州
の
刺
史
に
比

べ
て
武
人
が
多
く
な

っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
更

に
参
考
ま
で
に
京
畿
道

で
は
な
い
が
邪
州
の
西
方
に
接
し
、
吐
蕃
が
邪
州
を
侵
す
前
に
必
ず

躁
踊
し
た
浬
州
の
州
刺
史
(浬
原
節
度
使
)
に
任
命
さ
れ
た
者
を
み
る

と
、
武
人
の
方
が
文
人
を
や
や
上
回

っ
て
お
り
、
邪
州
に
近
い
割
合

を
示
し
て
い
る
。
浬
州
刺
史
が
七
六
八
年

(大
暦
3
)
に
馬
燐
が
任
ぜ

ら
れ
て
以
来
、
八
四
三
年
(会
昌
3
)
に
史
憲
忠
が
任
命
さ
れ
る
ま
で

そ
の
多
く
が
武
人
で
あ

っ
た
の
は
、
邪
州
同
様
、
吐
蕃
と
軍
事
的
に

　　
　

対
決
せ
ざ
る
を
得
な
い
位
置
に
あ
っ
た
か
ら

で
あ
ろ
う
。

と
こ
ろ
で
、
京
畿
道
内
に
お
い
て
邪
州

に
次
い
で
武
人
が
遷

っ
て

き
た
州
刺
史
の
多
か

っ
た
岐
州
も
ま
た

「
鳳
翔

(岐
州
)
の
西
北
界
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た
だ

は
浬
原

に
接
し
、
山
谷
の
険
無
し
。
吐
蕃
、
是
れ
に
由
り
て
径
ち
に

往
き

て
入
冠
す
。」
(『
旧
』
一
四
二
王
承
元
伝
)
と
あ
る
如
く
、
『旧
』
一

九
六
下

吐
蕃
伝
下
に
よ
る
と
、
七
八
六
年
(貞
元
2
)
九
月
、
七
八
七

年
(同

3
)
八
月
、
七
九
七
年
(同
13
)
十
月
の
三
度
に
亙
り
、
吐
蕃
の

攻
撃
を
受
け
た
。
岐
州
刺
史
も
ま
た
、
七
六
五
年
(永
泰
元
)
に
李
抱

玉
が
任

ぜ
ら
れ
、
八
四
六
年
(会
昌
6
)
に
石
雄
が
任
命
さ
れ
た
時
ま

で
、
任
命
さ
れ
た
者
の
大
部
分
が
武
人
に
よ
り
占
め
ら
れ
た
の
は
、

　　
　

吐
蕃
の
進
撃
を
拒
す
る
た
め
で
あ

っ
た
で
あ
ろ
う
。
要
す
る
に
、
邪

州
と
岐
州

へ
の
州
刺
史
赴
任
者
中
、
武
人
が
多
く
占
め
た
の
は
、
吐

蕃

か
ら
首
都
長
安
を
防
衛
す
る
役
割
を
担

っ
た
か
ら
で
あ
る
。

一
方
、
京
兆
府

・
華
州

・
同
州
の
場
合
、
州
刺
史
の
被
任
命
者
中
、

武
人
の
占
め
る
割
合
が
低
か

っ
た
の
は
、
軍
事
上
の
脅
威
に
直
接
さ

ら
さ
れ

る
こ
と
が
邪
州
や
岐
州
よ
り
少
な
く
、
当
該
地
で
の
軍
事
よ

り
も
民
政
を
重
視
し
て
い
こ
う
と
す
る
唐
朝
政
府

の
姿
勢
の
現
わ
れ

と
み
な

し
得

よ
う
。
州
刺
史
の
職
掌
は
、
『
唐
六
典
』
三
〇
に
治
安

維
持

・
官
僚
の
考
課

・
徳
化
の
宣
布

・
人
民
の
安
撫

・
勧
農

・
五
教

教
諭

.
民
情
巡
察
な
ど
が
掲
げ
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
中
特
別
な
事
柄

を
奏
聞
す
る
他
は
通
常
文
書
行
政
を
総
轄
す
る
尚
書
省
に
報
告
す
る

セ
　

旨
が
記
さ
れ
て
お
り
、
尚
書
省
と
の
間
で
文
書
を
往
来
し
、
加
え
て

管
轄
下

の
県
と
の
間
で
も
文
書
を
交
換
し
た
。
し
た
が

っ
て
、
州
刺

史
と
な
る
者
に
対
し
て
、
そ
の
職
務
を
遂
行
す
る
上
で
文
書
処
理
の

手
腕
を
大
い
に
問
わ
れ
る
こ
と
と
な

っ
た
。
例
え
ば

八
〇
六
年

(元

和
元
)
に
梓
州
に
攻
め
寄
せ
叛
乱
を
起
こ
し
た
剣
南
西
川
節
度
使
劉

闘
を
鎮
定
し
た
高
崇
文
は
、
叛
乱
平
定
後
成
都
ヂ
兼
剣
南
西
川
節
度

使
に
任
命
さ
れ
た
。
彼
は

「
州
県
の
政
を
知
ら
ず
」
(『旧
』

一
五
八

武
元
衡
伝
)
、
「吏
治
を
知
ら
ず
」
(『新
』

一
五
二
同
伝
)
と
あ
る
が
、

実
は
文
字
を
知
ら
ず
、
成
都
府
で
扱
う
文
書
が
多
い
の
を
厭
が

っ
た

と
言
わ
れ
る

(『旧
』
一
五

一
高
崇
文
伝
、
『新
』
一
七
〇
同
伝
)
。
高

崇
文
の
例
は
、
州

・
県
の
民
政
を
掌
る
上

で
、
文
書
処
理
が
重
要
で

あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
成
都
府
は
人
口
九
三
万
を
抱
え
る
当

時
屈
指
の
大
き
な
行
政
区
で
も
あ
っ
た
の
で
、
処
理
す
べ
き
文
書
が

勢
い
増
え
た
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
原
来
武
人
で
あ

っ
た
高
崇
文
は

こ
れ
を
嫌
い
当
時
国
境
近
く
に
位
置
し
て
い
た
邪
州
の
刺
史

へ
の
転

出
を
自
ら
願
い
出
た

(同
上
)
。
成
都
府
の
州
刺
史

(成
都
界
)
に
任

命
さ
れ
た
者
を
み
る
と
、
文
人
の
比
率
と
武
人
の
そ
れ
を
遙
か
に
凌

駕
し
て
お
り
、
邪
州
よ
り
む
し
ろ
京
兆
府

・
華
州

・
同
州
の
文
人
と

武
人
の
割
合
に
近
い
(W
表
参
照
)
。
こ
の
三
州
は
、
那
州
の
如
く
軍

事
的
脅
威
に
直
接
さ
ら
さ
れ
る
こ
と
が
少
な
く
、
人
口
も
邪
州
が

一

二
万
五
千
で
あ

っ
た
の
に
対
し
て
京
兆
府

一
九
六
万
、華
州
二
二
万
、

同
州
四
〇
万
で
多
か
っ
た
の
で
、
永
徽
年
間
に
年
少
に
し
て
同
州
司
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戸
参
軍
と
な

っ
た
斐
琉
之
が

同
州
刺
史
の
李
崇
義

に
軽
ん

ぜ
ら
れ

「
同

(州
)
は
三
輔
に
し
て
吏
事
繁
し
。
子
益
ぞ
便
官
を
求
め
ざ
る
。

此
に
留
ま
る
こ
と
な
か
れ
。
」
と
言
わ
れ
、
積
ん
で
あ

っ
た
文
書
数

百
件

を

一
日
の
中
に
片
付
け
て
李
崇
義
を
驚
か
せ
た
如
く

(『新
』
一

三
〇
斐
催
伝
)
、
以
上
の
三
州
は
処
理
す
る
文
書
が
邪
州
よ
り
も
多

く
な
り
、
そ
れ
に
伴
な
い
三
州
の
刺
史
に
対
し
て
は
軍
事
的
才
能
よ

り
民
政
能
力
、
特
に
文
書
を
処
理
す
る
能
力
が
多
く
求
め
ら
れ
た
も

の
と
考
え
る
。
し
た
が

っ
て
邪
州
に
比
べ
て
京
兆
府

・
華
州

・
同
州

の
刺
史

に
は
、
史
乗
に
散
見
す
る
如
く
文
字
を
知
ら
ぬ
こ
と
の
多

い

(
13
)

武
人

よ
り
む
し
ろ
文
字
に
通
じ
た
文
人
が
多
く
任
ぜ
ら
れ
、
と
り
わ

け
て
も
文
書
を
総
轄
す
る
尚
書
省
の
六
部
尚
書

・
侍
郎
、
詔
勅
を
起

草
す
る
中
書
舎
人
、
詔
勅
に
対
す
る
封
駁
権
を
有
し
た
給
事
中
な
ど

を
経
験

し
、
文
書
を
処
理
す
る
の
に
慣
れ
た
者
を
派
遣
す
る
先
と
し

て
多

く
選
ば
れ
た
と
思
う
。
京
畿
道
以
外
の
州
で
、
以
上
の
京
官
が

多
く
赴
任
し
て
い
る
地
方

に
つ
い
て
も
同
様
の
こ
と
が
あ
て
は
ま
る

と
予
想

さ
れ
る
が
、
後
日
稿
を
改
め
て
考
察
し
た
い
。

〔
注
〕
ω

①

「
唐
代
の
刺
史

に
つ
い
て
」

(『史

潮
』

五
七
年
)
但

し
こ
れ
は
、
論
考

で
は
な
く
、

で
の
研
究
発
表

の
要
旨

で
あ
る
。

六
二

・
六
三
合
併
号
、

一
九

一
九
五
六
年
度
大
塚
史
学
会

②

『
唐
代
政
治
制
度
研
究
』
五
二
二
頁

(創
元
社
、
一
九
六
七
年
)
。

こ
の
他
、
③
張
栄
芳

『
唐
代
京
兆
弄
研
究
』
(学

生
書

局
、

一
九

八
七

年
)
、
④
辻
正
博

「
唐
代
既
官
考
」
(
『東
方
学
報
』

六
三
、
一
九
九

一
年
)

の
二
篇
が
州
刺
史

に
関
す
る
研
究

で
あ
る
が
、
③

は
京
兆
雰
に
限

っ
た
研

究

で
あ
り
、
④
は
左
遷

に
限
定

し
た
研
究

で
あ
り
、
州
刺
史

に

つ
い
て
全

面
的

に
論
じ
た
も

の
で
は
な
い
。

ω

ω
①
要
旨
、
②
書
。

㈹

孫
国
棟

「
唐
代
中
書
舎

人
遷
官
途
径
考
釈
-
兼
論
唐
代
中
央
政
府
組
織

的
変
遷
与
職
権
的
転
移
」
(
『唐
宋
史
論
叢
』

三
七
頁
、
龍
門
書
店
、

一
九

八
〇
年
に
よ
る
と
、
郎
官

は
中
央

の
要

官

へ
と
進
む
折
り

に
踏
む
官
で
あ

り
、
人
材

の
集
ま
る
官
で
あ
る
。

ω

左
遷
者

は
、
ω
④
論
文

に
付
さ
れ
た

「
唐
代
既
官
者

一
覧
」
を
参
照
し

た
。

励

砺
波
護

「
唐

の
三
省

六
部
」

(『
唐
代
政
治
社
会
史
研
究
』

一
=

四
頁
、

同
朋
舎
、

一
九
八
六
年
)
。

㈲

砺
波
護

「
唐
代

の
県
尉
」

(㈲
書

一
五
九
頁
)
。

ω

二
六
人
の
立
伝
箇
所

は
、
次

の
通
り
で
あ
る
。
番
号

は
、
本
文
中

人
名

に
冠
し

た
の
と

同
じ

で
あ
る
。
数
字
は

上
段
が

『
旧
唐
書

』
の

立
伝
箇

所
、
下
段
が

『
新
唐
書
』

の
そ
れ
で
あ
る
。

①
九
九

・
一
〇

一
、
②
九
九

・
=

一七
、
③

一
〇
〇

・
一
二
八
、
④

一
〇

一
・
=

八
、
⑤

一
二
九

二

二
七
、
⑥

=
二
七

・
一
六

一
、
⑦

一
四
六

一
五
九
、
⑧

一
四
九

・
=
三

一、
⑨

一
六
〇

・
な
し
、
⑩

一
六

二

・
な
し
、

⑪

一
六
三

・
一
七
七
、
⑫

一
六
五

二

六
〇
、
⑬

一
六
六

・
=

九
、
⑭

一
七

二

二

六
六
、
⑮

一
七
二

・
一
〇

一
、
⑯

一
七
六

二

八

二
、
⑰

一

七
六

・
一
六
〇
、
⑬

一
七
七

・
一
八

一
、
⑲

一
七
七

二

八

一
、
⑳

一
七
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七

・
一
八

一
、
⑳

一
八
七
下

・
一
七
七
、
⑳

一
九
〇
中

・
二
〇

二
、
⑱

一

九

〇
中

・
な
し
、
⑳

一
九
〇
下

・
八
九
、
⑳

一
九
〇
下

・
一
六

一
、
⑳

一

九

〇
下

・
一
七
七
、
但
し
⑳
は

『
旧
』

一
七
下
文
宗
紀
下
大
和
五
年
八
月

の
條

参
照
。

㈹

㈲
論
文

(㈹
書

三
七
頁
)
。

⑧

『
唐
刺
史

考
』
e

一
六
五
～

一
七
〇
頁
。

⑩

⑧
書
e

二
四
九
～

二
五
六
頁
。

ω

⑧
書
e

一
四
五
～

一
五
三
頁
。

⑫

厳
耕
望

「論
唐
代
尚
書
省
之
職
権
与
地
位
」
(『
唐
史

研
究
叢
稿
』
四
頁
、

新
亜
研
究
所
、

一
九
六
九
年
)
。

㈱

武
人
が
多
く
文
字

を
知

ら
な
か

っ
た
こ
と
に

つ
い
て
は
、
後
日
別
稿

で

詳

し
く
論
ず
る

つ
も
り
で
あ
る
。

(奈
良
大
学
非
常
勤
講
師
)
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